
首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政

令
案
要
綱

第
一

首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工

場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
施
行
令
は
、
廃
止
す
る
こ
と
。

（
第
一
条
関
係
）

第
二

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
施
行
令
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。（

第
二
条
関
係
）

第
三

工
業
再
配
置
促
進
法
施
行
令
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
関
係
）

第
四

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
関
係
）



政
令
第

号

首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

号
）
の
施
行

に
伴
い
、
工
業
再
配
置
促
進
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

（
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場

等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
廃
止
）

第
一
条

次
に
掲
げ
る
政
令
は
、
廃
止
す
る
。

一

首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
五
十
二
号
）

二

近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
六
十
一
号
）

（
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。



第
一
条
を
削
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
中
「
法
第
一
条
第
一

項
第
二
号
」
を
「
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改

め
、
同
条
を
第
一
条
と
す
る
。

第
二
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第

二
条
と
す
る
。

第
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
及
び
第
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
一
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
一
条

第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ハ
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
及
び
第
五
条
の
三
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ホ
」
を
「
第

一
条
第
一
項
第
二
号
ホ
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
四
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ヘ
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
」
に
改
め
る
。



（
工
業
再
配
置
促
進
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

工
業
再
配
置
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
別
表
第
二
」
を
「
別
表
第
三
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

近
畿
圏
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
五
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
区
域
（
京
都
市
の
区
域
に

属
す
る
区
域
及
び
別
表
第
二
に
掲
げ
る
区
域
を
除
く
。
）

別
表
第
二
を
別
表
第
三
と
し
、
別
表
第
一
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
二

市

名

区

域

大
阪
市

此
花
区
（
春
日
出
南
三
丁
目
、
春
日
出
中
三
丁
目
、
島
屋
、
桜
島
、
梅
町
及
び
北
港
に
限
る
。
）

大
正
区
（
船
町
に
限
る
。
）

西
淀
川
区
（
西
島
及
び
中
島
二
丁
目
に
限
る
。
）

住
之
江
区
（
平
林
北
、
平
林
南
一
丁
目
及
び
平
林
南
二
丁
目
十
番
か
ら
十
二
番
ま
で
に
限
る
。
）



堺
市

石
津
西
町
、
戎
島
町
四
丁
及
び
五
丁
、
大
浜
西
町
、
海
山
町
六
丁
及
び
七
丁
、
神
南
辺
町
四
丁
か
ら
六
丁

ま
で
、
北
波
止
町
、
三
宝
町
八
丁
及
び
九
丁
、
塩
浜
町
、
築
港
新
町
一
丁
か
ら
三
丁
ま
で
、
築
港
南
町
、

築
港
八
幡
町
、
出
島
西
町
、
松
屋
大
和
川
通
三
丁
及
び
四
丁
、
緑
町
三
丁
及
び
四
丁
並
び
に
山
本
町
六
丁

神
戸
市

東
・
区
（
魚
崎
浜
町
及
び
青
木
一
丁
目
に
限
る
。
）

・
区
（
岩
屋
南
町
、
・
浜
東
町
及
び
摩
耶
海
岸
通
に
限
る
。
）

中
央
区
（
東
川
崎
町
二
丁
目
及
び
三
丁
目
、
脇
浜
海
岸
通
、
脇
浜
町
二
丁
目
の
う
ち
一
般
国
道
二
号
線
以

南
の
区
域
並
び
に
脇
浜
町
三
丁
目
の
う
ち
一
般
国
道
二
号
線
と
日
本
貨
物
鉄
道
東
海
道
線
支
線
と
の
交
会

点
以
東
の
一
般
国
道
二
号
線
以
南
及
び
当
該
交
会
点
以
西
の
日
本
貨
物
鉄
道
東
海
道
線
支
線
以
南
の
区
域

に
限
る
。
）

兵
庫
区
（
芦
原
通
、
今
出
在
家
町
、
笠
松
通
九
丁
目
及
び
十
丁
目
、
上
庄
通
三
丁
目
、
金
平
町
二
丁
目
、

御
所
通
、
小
松
通
六
丁
目
、
材
木
町
、
七
宮
町
一
丁
目
、
高
松
町
、
遠
矢
町
一
丁
目
、
遠
矢
浜
町
、
浜
中

町
一
丁
目
の
う
ち
市
道
兵
庫
南
百
六
十
九
号
線
以
北
の
区
域
、
浜
中
町
二
丁
目
、
御
崎
本
町
一
丁
目
及
び

四
丁
目
、
三
石
通
三
丁
目
、
明
和
通
、
吉
田
町
三
丁
目
、
和
田
崎
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
和
田
宮
通
七



丁
目
及
び
八
丁
目
並
び
に
和
田
山
通
に
限
る
。
）

長
田
区
（
梅
ヶ
香
町
二
丁
目
の
う
ち
一
般
国
道
二
号
線
以
南
の
区
域
、
苅
藻
島
町
、
苅
藻
通
五
丁
目
か
ら

七
丁
目
ま
で
、
浜
添
通
四
丁
目
か
ら
八
丁
目
ま
で
、
東
尻
池
新
町
及
び
東
尻
池
町
七
丁
目
か
ら
十
丁
目
ま

で
に
限
る
。
）

尼
崎
市

大
高
洲
町
、
北
初
島
町
、
西
海
岸
町
、
西
高
州
町
、
西
松
島
町
、
西
向
島
町
、
東
海
岸
町
、
東
高
州
町
、

東
初
島
町
、
東
浜
町
、
東
松
島
町
、
東
向
島
西
之
町
、
東
向
島
東
之
町
、
南
初
島
町
、
大
浜
町
、
丸
島
町

、
平
左
衛
門
町
、
扇
町
、
末
広
町
、
鶴
町
、
中
浜
町
、
道
意
町
七
丁
目
並
び
に
元
浜
町
一
丁
目
、
四
丁
目

及
び
五
丁
目
並
び
に
道
意
町
六
丁
目
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
県
道
甲
子
園
尼
崎
線
以
南
の
区
域

西
宮
市

東
浜
町
一
番
地
及
び
四
番
地
、
東
町
一
丁
目
百
十
七
番
地
、
東
町
二
丁
目
五
十
一
番
地
一
並
び
に
朝
凪
町

備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
四
年
五
月
二
十
日
に
お
け
る
行
政
区
画
そ
の
他
の
区
域
又
は

道
路
若
し
く
は
鉄
道
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）



１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け

に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
一
条
の
規
定
は
、
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。



理

由

首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工

業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
施
行
令
を
廃
止

す
る
等
関
係
政
令
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



- 1 -

首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

○

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）

（
傍
線
部
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
制
限
施
設
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
施
設
）

第
一
条

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
同
号
イ
又
は
ロ

の
制
限
施
設
で
あ
る
作
業
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
物
の
製
造
（
加
工
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
に
必
要
な
半
製
品
、
部
品
、
附
属
品
若
し
く
は
原
材
料
を
提
供

し
、
又
は
当
該
製
造
に
係
る
製
品
を
卸
売
し
、
保
管
し
、
若
し
く
は
輸
送
す
る

こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
事
業
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
施
設
と
す
る
。

（
法
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
大
都
市
）

（
法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
大
都
市
）

第
一
条

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
二
条

法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
大
都
市
は
、
東
京
都
、
大

第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
大
都
市
は
、
東
京
都
、
大
阪
市
、
名

阪
市
、
名
古
屋
市
、
京
都
市
、
横
浜
市
、
神
戸
市
、
北
九
州
市
、
札
幌
市
、
川

古
屋
市
、
京
都
市
、
横
浜
市
、
神
戸
市
、
北
九
州
市
、
札
幌
市
、
川
崎
市
、
福

崎
市
、
福
岡
市
、
広
島
市
、
旭
川
市
、
青
森
市
、
仙
台
市
、
宇
都
宮
市
、
新
潟

岡
市
、
広
島
市
、
旭
川
市
、
青
森
市
、
仙
台
市
、
宇
都
宮
市
、
新
潟
市
、
富
山

市
、
富
山
市
、
金
沢
市
、
岐
阜
市
、
静
岡
市
、
浜
松
市
、
姫
路
市
、
和
歌
山
市

市
、
金
沢
市
、
岐
阜
市
、
静
岡
市
、
浜
松
市
、
姫
路
市
、
和
歌
山
市
、
岡
山
市

、
岡
山
市
、
福
山
市
、
高
松
市
、
松
山
市
、
高
知
市
、
長
崎
市
、
熊
本
市
、
大

、
福
山
市
、
高
松
市
、
松
山
市
、
高
知
市
、
長
崎
市
、
熊
本
市
、
大
分
市
、
鹿

分
市
、
鹿
児
島
市
及
び
那
覇
市
と
す
る
。

児
島
市
及
び
那
覇
市
と
す
る
。

（
法
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
中
心
と

（
法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
中
心
と

な
る
都
市
）

な
る
都
市
）

第
二
条

法
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
中
心
と
な
る
都
市

第
二
条
の
二

法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
の
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
中
心
と
な
る



- 2 -

で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
函
館
市
、
旭
川
市
、
釧
路
市
、
帯
広
市
、
北
見
市

都
市
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
函
館
市
、
旭
川
市
、
釧
路
市
、
帯
広
市
、
北

、
網
走
市
、
苫
小
牧
市
、
千
歳
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市
、
宮
古
市
、
大
船
渡
市

見
市
、
網
走
市
、
苫
小
牧
市
、
千
歳
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市
、
宮
古
市
、
大
船

、
水
沢
市
、
花
巻
市
、
北
上
市
、
釜
石
市
、
石
巻
市
、
古
川
市
、
能
代
市
、
横

渡
市
、
水
沢
市
、
花
巻
市
、
北
上
市
、
釜
石
市
、
石
巻
市
、
古
川
市
、
能
代
市

手
市
、
大
館
市
、
湯
沢
市
、
大
曲
市
、
鹿
角
市
、
米
沢
市
、
鶴
岡
市
、
酒
田
市

、
横
手
市
、
大
館
市
、
湯
沢
市
、
大
曲
市
、
鹿
角
市
、
米
沢
市
、
鶴
岡
市
、
酒

、
福
島
市
、
会
津
若
松
市
、
水
戸
市
、
下
館
市
、
結
城
市
、
足
利
市
、
栃
木
市

田
市
、
福
島
市
、
会
津
若
松
市
、
水
戸
市
、
下
館
市
、
結
城
市
、
足
利
市
、
栃

、
佐
野
市
、
小
山
市
、
大
田
原
市
、
前
橋
市
、
高
崎
市
、
桐
生
市
、
太
田
市
、

木
市
、
佐
野
市
、
小
山
市
、
大
田
原
市
、
前
橋
市
、
高
崎
市
、
桐
生
市
、
太
田

館
林
市
、
本
庄
市
、
茂
原
市
、
東
金
市
、
長
岡
市
、
上
越
市
、
高
岡
市
、
魚
津

市
、
館
林
市
、
本
庄
市
、
茂
原
市
、
東
金
市
、
長
岡
市
、
上
越
市
、
高
岡
市
、

市
、
黒
部
市
、
七
尾
市
、
小
松
市
、
加
賀
市
、
羽
咋
市
、
武
生
市
、
鯖
江
市
、

魚
津
市
、
黒
部
市
、
七
尾
市
、
小
松
市
、
加
賀
市
、
羽
咋
市
、
武
生
市
、
鯖
江

甲
府
市
、
富
士
吉
田
市
、
上
田
市
、
飯
田
市
、
高
山
市
、
関
市
、
美
濃
加
茂
市

市
、
甲
府
市
、
富
士
吉
田
市
、
上
田
市
、
飯
田
市
、
高
山
市
、
関
市
、
美
濃
加

、
浜
松
市
、
沼
津
市
、
富
士
市
、
豊
橋
市
、
豊
田
市
、
津
市
、
松
阪
市
、
上
野

茂
市
、
浜
松
市
、
沼
津
市
、
富
士
市
、
豊
橋
市
、
豊
田
市
、
津
市
、
松
阪
市
、

市
、
名
張
市
、
彦
根
市
、
長
浜
市
、
近
江
八
幡
市
、
八
日
市
市
、
福
知
山
市
、

上
野
市
、
名
張
市
、
彦
根
市
、
長
浜
市
、
近
江
八
幡
市
、
八
日
市
市
、
福
知
山

舞
鶴
市
、
姫
路
市
、
豊
岡
市
、
加
古
川
市
、
橿
原
市
、
橋
本
市
、
田
辺
市
、
鳥

市
、
舞
鶴
市
、
姫
路
市
、
豊
岡
市
、
加
古
川
市
、
橿
原
市
、
橋
本
市
、
田
辺
市

取
市
、
米
子
市
、
松
江
市
、
浜
田
市
、
出
雲
市
、
益
田
市
、
津
山
市
、
笠
岡
市

、
鳥
取
市
、
米
子
市
、
松
江
市
、
浜
田
市
、
出
雲
市
、
益
田
市
、
津
山
市
、
笠

、
井
原
市
、
呉
市
、
福
山
市
、
山
口
市
、
徳
山
市
、
防
府
市
、
徳
島
市
、
高
松

岡
市
、
井
原
市
、
呉
市
、
福
山
市
、
山
口
市
、
徳
山
市
、
防
府
市
、
徳
島
市
、

市
、
丸
亀
市
、
坂
出
市
、
宇
和
島
市
、
八
幡
浜
市
、
大
洲
市
、
高
知
市
、
南
国

高
松
市
、
丸
亀
市
、
坂
出
市
、
宇
和
島
市
、
八
幡
浜
市
、
大
洲
市
、
高
知
市
、

市
、
中
村
市
、
宿
毛
市
、
土
佐
清
水
市
、
北
九
州
市
、
久
留
米
市
、
直
方
市
、

南
国
市
、
中
村
市
、
宿
毛
市
、
土
佐
清
水
市
、
北
九
州
市
、
久
留
米
市
、
直
方

行
橋
市
、
佐
賀
市
、
唐
津
市
、
佐
世
保
市
、
諫
早
市
、
大
村
市
、
八
代
市
、
荒

市
、
行
橋
市
、
佐
賀
市
、
唐
津
市
、
佐
世
保
市
、
諫
早
市
、
大
村
市
、
八
代
市

尾
市
、
玉
名
市
、
宇
土
市
、
中
津
市
、
日
田
市
、
佐
伯
市
、
宇
佐
市
、
都
城
市

、
荒
尾
市
、
玉
名
市
、
宇
土
市
、
中
津
市
、
日
田
市
、
佐
伯
市
、
宇
佐
市
、
都

、
延
岡
市
、
日
向
市
、
川
内
市
、
鹿
屋
市
、
宜
野
湾
市
、
名
護
市
及
び
沖
縄
市

城
市
、
延
岡
市
、
日
向
市
、
川
内
市
、
鹿
屋
市
、
宜
野
湾
市
、
名
護
市
及
び
沖

と
す
る
。

縄
市
と
す
る
。

（
法
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
公
共
施
設
）

（
法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
公
共
施
設
）

第
三
条

法
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
公
共
施
設
は
、
次
に
掲
げ

第
三
条

法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
公
共
施
設
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。
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一
～
四

略

一
～
四

略

（
法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
防
災
街
区
整
備
地
区
計
画
の
区

（
法
第
一
条
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
防
災
街
区
整
備
地
区
計
画
の
区

域
）

域
）

第
三
条
の
二

法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
の
防
災
街
区
整
備
地
区
計
画
の
区
域
で

第
三
条
の
二

法
第
一
条
第
一
項
第
三
号
の
防
災
街
区
整
備
地
区
計
画
の
区
域
で

政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
そ
の
区
域
の
面
積
が
三
ヘ
タ
ー
ル
以
上
の
も
の
と
す

政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
そ
の
区
域
の
面
積
が
三
ヘ
タ
ー
ル
以
上
の
も
の
と
す

る
。

る
。

（
法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
の
高
度
利
用
地
区
の
区
域
そ
の
他
の
政
令
で
定
め

（
法
第
一
条
第
一
項
第
三
号
の
高
度
利
用
地
区
の
区
域
そ
の
他
の
政
令
で
定
め

る
区
域
）

る
区
域
）

第
四
条

法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
の
高
度
利
用
地
区
の
区
域
そ
の
他
の
政
令
で

第
四
条

法
第
一
条
第
一
項
第
三
号
の
高
度
利
用
地
区
の
区
域
そ
の
他
の
政
令
で

定
め
る
区
域
は
、
次
に
掲
げ
る
区
域
で
面
積
が
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
第
一
号
に
掲

定
め
る
区
域
は
、
次
に
掲
げ
る
区
域
で
面
積
が
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
第
一
号
に
掲

げ
る
土
地
区
画
整
理
促
進
区
域
、
地
区
計
画
若
し
く
は
住
宅
地
高
度
利
用
地
区

げ
る
土
地
区
画
整
理
促
進
区
域
、
地
区
計
画
若
し
く
は
住
宅
地
高
度
利
用
地
区

計
画
の
区
域
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
区
域
で
、
現
に
土
地
の
利
用
状
況
が
著
し

計
画
の
区
域
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
区
域
で
、
現
に
土
地
の
利
用
状
況
が
著
し

く
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
又
は
著
し
く
変
化
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込
ま

く
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
又
は
著
し
く
変
化
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
そ
の
計
画
的
な
整
備
改
善
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し
て
国

れ
る
こ
と
か
ら
そ
の
計
画
的
な
整
備
改
善
を
特
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
し
て
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

）
以
上
の
も
の
と
す
る
。

）
以
上
の
も
の
と
す
る
。

一
～
四

略

一
～
四

略

（
法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
大
都
市
）

（
法
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
大
都
市
）

第
五
条

法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
大
都
市
は
、
名
古
屋
市

第
五
条

法
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
大
都
市
は
、
名
古
屋
市

、
北
九
州
市
、
札
幌
市
、
福
岡
市
、
広
島
市
、
仙
台
市
、
宇
都
宮
市
、
新
潟
市

、
北
九
州
市
、
札
幌
市
、
福
岡
市
、
広
島
市
、
仙
台
市
、
宇
都
宮
市
、
新
潟
市

、
金
沢
市
、
静
岡
市
、
浜
松
市
、
姫
路
市
、
岡
山
市
、
熊
本
市
及
び
鹿
児
島
市

、
金
沢
市
、
静
岡
市
、
浜
松
市
、
姫
路
市
、
岡
山
市
、
熊
本
市
及
び
鹿
児
島
市

と
す
る
。

と
す
る
。

（
法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
ホ
の
政
令
で
定
め
る
都
市
）

（
法
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ホ
の
政
令
で
定
め
る
都
市
）



- 4 -

第
五
条
の
二

法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
ホ
の
政
令
で
定
め
る
都
市
は
、
次
に
掲

第
五
条
の
二

法
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ホ
の
政
令
で
定
め
る
都
市
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

げ
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

略

一
・
二

略

（
法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
ホ
の
政
令
で
定
め
る
特
定
中
心
市
街
地
の
区
域
）

（
法
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ホ
の
政
令
で
定
め
る
特
定
中
心
市
街
地
の
区
域
）

第
五
条
の
三

法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
ホ
の
特
定
中
心
市
街
地
の
区
域
で
政
令

第
五
条
の
三

法
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ホ
の
特
定
中
心
市
街
地
の
区
域
で
政
令

で
定
め
る
も
の
は
、
そ
の
区
域
の
面
積
が
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
も
の
と
す
る
。

で
定
め
る
も
の
は
、
そ
の
区
域
の
面
積
が
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
も
の
と
す
る
。

（
法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
の
政
令
で
定
め
る
都
市
）

（
法
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ヘ
の
政
令
で
定
め
る
都
市
）

第
五
条
の
四

法
第
一
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
の
政
令
で
定
め
る
都
市
は
、
神
戸
市

第
五
条
の
四

法
第
一
条
第
一
項
第
三
号
ヘ
の
政
令
で
定
め
る
都
市
は
、
神
戸
市

、
尼
崎
市
、
西
宮
市
、
芦
屋
市
、
伊
丹
市
、
宝
塚
市
並
び
に
兵
庫
県
津
名
郡
津

、
尼
崎
市
、
西
宮
市
、
芦
屋
市
、
伊
丹
市
、
宝
塚
市
並
び
に
兵
庫
県
津
名
郡
津

名
町
、
淡
路
町
及
び
北
淡
町
と
す
る
。

名
町
、
淡
路
町
及
び
北
淡
町
と
す
る
。
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○

工
業
再
配
置
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）

（
傍
線
部
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
四
条

法
第
二
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
市
町
村
は
、
別
表
第
三
に

第
四
条

法
第
二
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
市
町
村
は
、
別
表
第
二
に

掲
げ
る
市
町
村
と
し
、
そ
の
区
域
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
に
お
け
る
区

掲
げ
る
市
町
村
と
し
、
そ
の
区
域
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
に
お
け
る
区

域
と
す
る
。

域
と
す
る
。

別
表
第
一

別
表
第
一

略

略

略

略

二

近
畿
圏
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
五
十
九
号
）
第
一
条

二

近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
施

に
規
定
す
る
区
域
（
京
都
市
の
区
域
に
属
す
る
区
域
及
び
別
表
第
二
に

行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
六
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

掲
げ
る
区
域
を
除
く
。
）

る
区
域
（
京
都
市
の
区
域
に
属
す
る
区
域
及
び
同
令
附
則
第
二
項
の
表

略

略

に
掲
げ
る
神
戸
市
の
区
域
を
除
く
。
）

略

略

別
表
第
二

市

名

区

域

大
阪
市

此
花
区
（
春
日
出
南
三
丁
目
、
春
日
出
中
三
丁
目
、
島
屋
、
桜
島

、
梅
町
及
び
北
港
に
限
る
。
）

大
正
区
（
船
町
に
限
る
。
）

西
淀
川
区
（
西
島
及
び
中
島
二
丁
目
に
限
る
。
）

住
之
江
区
（
平
林
北
、
平
林
南
一
丁
目
及
び
平
林
南
二
丁
目
十
番

か
ら
十
二
番
ま
で
に
限
る
。
）

堺
市

石
津
西
町
、
戎
島
町
四
丁
及
び
五
丁
、
大
浜
西
町
、
海
山
町
六
丁
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及
び
七
丁
、
神
南
辺
町
四
丁
か
ら
六
丁
ま
で
、
北
波
止
町
、
三
宝

町
八
丁
及
び
九
丁
、
塩
浜
町
、
築
港
新
町
一
丁
か
ら
三
丁
ま
で
、

築
港
南
町
、
築
港
八
幡
町
、
出
島
西
町
、
松
屋
大
和
川
通
三
丁
及

び
四
丁
、
緑
町
三
丁
及
び
四
丁
並
び
に
山
本
町
六
丁

神
戸
市

東
・
区
（
魚
崎
浜
町
及
び
青
木
一
丁
目
に
限
る
。
）

・
区
（
岩
屋
南
町
、
・
浜
東
町
及
び
摩
耶
海
岸
通
に
限
る
。
）

中
央
区
（
東
川
崎
町
二
丁
目
及
び
三
丁
目
、
脇
浜
海
岸
通
、
脇
浜

町
二
丁
目
の
う
ち
一
般
国
道
二
号
線
以
南
の
区
域
並
び
に
脇
浜
町

三
丁
目
の
う
ち
一
般
国
道
二
号
線
と
日
本
貨
物
鉄
道
東
海
道
線
支

線
と
の
交
会
点
以
東
の
一
般
国
道
二
号
線
以
南
及
び
当
該
交
会
点

以
西
の
日
本
貨
物
鉄
道
東
海
道
線
支
線
以
南
の
区
域
に
限
る
。
）

兵
庫
区
（
芦
原
通
、
今
出
在
家
町
、
笠
松
通
九
丁
目
及
び
十
丁
目

、
上
庄
通
三
丁
目
、
金
平
町
二
丁
目
、
御
所
通
、
小
松
通
六
丁
目

、
材
木
町
、
七
宮
町
一
丁
目
、
高
松
町
、
遠
矢
町
一
丁
目
、
遠
矢

浜
町
、
浜
中
町
一
丁
目
の
う
ち
市
道
兵
庫
南
百
六
十
九
号
線
以
北

の
区
域
、
浜
中
町
二
丁
目
、
御
崎
本
町
一
丁
目
及
び
四
丁
目
、
三

石
通
三
丁
目
、
明
和
通
、
吉
田
町
三
丁
目
、
和
田
崎
町
一
丁
目
及

び
二
丁
目
、
和
田
宮
通
七
丁
目
及
び
八
丁
目
並
び
に
和
田
山
通
に

限
る
。
）

長
田
区
（
梅
ヶ
香
町
二
丁
目
の
う
ち
一
般
国
道
二
号
線
以
南
の
区

域
、
苅
藻
島
町
、
苅
藻
通
五
丁
目
か
ら
七
丁
目
ま
で
、
浜
添
通
四

丁
目
か
ら
八
丁
目
ま
で
、
東
尻
池
新
町
及
び
東
尻
池
町
七
丁
目
か

ら
十
丁
目
ま
で
に
限
る
。
）
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尼
崎
市

大
高
洲
町
、
北
初
島
町
、
西
海
岸
町
、
西
高
州
町
、
西
松
島
町
、

西
向
島
町
、
東
海
岸
町
、
東
高
州
町
、
東
初
島
町
、
東
浜
町
、
東

松
島
町
、
東
向
島
西
之
町
、
東
向
島
東
之
町
、
南
初
島
町
、
大
浜

町
、
丸
島
町
、
平
左
衛
門
町
、
扇
町
、
末
広
町
、
鶴
町
、
中
浜
町

、
道
意
町
七
丁
目
並
び
に
元
浜
町
一
丁
目
、
四
丁
目
及
び
五
丁
目

並
び
に
道
意
町
六
丁
目
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
県
道
甲
子
園
尼
崎
線
以

南
の
区
域

西
宮
市

東
浜
町
一
番
地
及
び
四
番
地
、
東
町
一
丁
目
百
十
七
番
地
、
東
町

二
丁
目
五
十
一
番
地
一
並
び
に
朝
凪
町

備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
四
年
五
月
二
十
日
に

お
け
る
行
政
区
画
そ
の
他
の
区
域
又
は
道
路
若
し
く
は
鉄
道
に
よ
つ
て
表

示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

別
表
第
三

別
表
第
二

略

略
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首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
案

参
照
条
文

○

首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
（
平
成
十
四
年
法
律
第

号
）

（
首
都
圏
整
備
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

首
都
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
政
令
で
定
め
る
市
街
地
の
区
域
」
を
「
、
産
業
及
び
人
口
の
過
度
の
集
中
を
防
止
し
、
か
つ
、
都
市
の
機
能
の
維
持
及
び
増
進
を
図

る
必
要
が
あ
る
市
街
地
の
区
域
で
、
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条

削
除

（
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

近
畿
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
五
条

削
除

（
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
及
び
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
の
廃
止
）

第
三
条

次
に
掲
げ
る
法
律
は
、
廃
止
す
る
。

一

首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
十
七
号
）

二

近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
順
に
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
製
造
工
場
等
の
敷
地
を
当
該
工
業
団
地
造
成
事
業
に
必
要
な
土
地
と
し
て
提
供
し
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
他
の
者
に
優
先

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条
各
号
を
削
る
。

（
近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
中
「
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
順
に
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
製
造
工
場
等
の
敷
地
を
当
該
工
業
団
地
造
成
事
業
に
必
要
な
土
地
と
し
て
提
供
し
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
他
の
者
に
優
先

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
各
号
を
削
る
。

（
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「

前
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
の
土
地
若
し
く
は
同
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
同
条
第
一
項
第
一
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号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
に
あ
つ
て
は
三
年
以
内
の
、
同
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
又
は
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定

に
よ
る
貸
付
金
に
あ
つ
て
は
」
を
削
る
。

附
則
第
九
項
中
「
同
項
第
二
号
の
土
地
」
を
「
同
項
第
一
号
の
土
地
」
に
改
め
、
「
同
条
第
一
項
第
一
号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
に
あ
つ
て
は
三
年
以
内

の
、
同
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
又
は
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
に
あ
つ
て
は
」
を
削
る
。

（
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
都
市
開
発
資
金
法
」

と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
旧
都
市
開
発
資
金
法
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
首
都
圏
整
備
法
及

び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限

に
関
す
る
法
律
」
と
、
同
号
ロ
中
「
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整

備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
に
よ
る
廃
止
前
の
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
」
と
し
て
、
旧
都
市
開
発
資
金

法
及
び
都
市
開
発
資
金
融
通
特
別
会
計
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
五
十
号
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。

○

首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
五
十
二
号
）

（
製
造
業
か
ら
除
外
さ
れ
る
業
種
）

第
一
条

首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項

の
政
令
で
定
め
る
業
種
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一

牛
乳
製
造
業
（
牛
乳
又
は
脱
脂
乳
そ
の
他
牛
乳
に
類
似
す
る
外
観
を
有
す
る
乳
飲
料
を
処
理
し
、
又
は
製
造
す
る
事
業
を
い
う
。
）
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二

発
酵
乳
、
ク
リ
ー
ム
又
は
乳
酸
菌
飲
料
（
保
存
性
の
あ
る
容
器
に
お
さ
め
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
製
造
業

三

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
製
造
業
（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ア
イ
ス
シ
ヤ
ー
ベ
ツ
ト
、
ア
イ
ス
キ
ヤ
ン
デ
ー
そ
の
他
液
体
食
品
又
は
こ
れ
に
他
の
食
品
を
混
和

し
た
も
の
を
凍
結
さ
せ
た
食
品
を
製
造
す
る
事
業
を
い
う
。
）

四

パ
ン
（
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
及
び
調
理
パ
ン
を
含
む
。
）
又
は
生
菓
子
の
製
造
業

五

総
菜
製
造
業

六

弁
当
製
造
業

七

食
品
冷
凍
業

八

製
氷
業

九

新
聞
業

十

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業

十
一

同
一
の
団
地
内
に
お
い
て
前
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
附
随
し
て
行
わ
れ
る
製
造
業
で
、
そ
の
主
た
る
事
業
と
製
造
設
備
の
全
部
又
は
一
部
を
共
用
す

る
も
の

十
二

同
一
の
団
地
内
に
お
い
て
製
造
業
以
外
の
事
業
に
附
随
し
て
行
わ
れ
る
製
造
業
で
、
そ
の
主
た
る
事
業
の
設
備
の
全
部
又
は
一
部
を
製
造
設
備
と
し

て
用
い
る
も
の

（
大
学
並
び
に
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
か
ら
除
外
さ
れ
る
学
校
）

第
二
条

法
第
二
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
大
学
は
、
大
学
院
及
び
専
ら
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
大
学
と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
は
、
専
ら
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
と
す
る
。

（
作
業
場
の
基
準
面
積
）

第
三
条

法
第
二
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
面
積
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

（
工
業
等
制
限
区
域
）
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第
四
条

法
第
三
条
の
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、
別
表
第
二
に
掲
げ
る
区
域
を
除
く
区
域
と
す
る
。

２

知
事
等
（
法
第
四
条
第
一
項
で
規
定
す
る
知
事
等
を
い
う
。
）
は
、
当
該
都
県
又
は
市
の
区
域
内
の
工
業
等
制
限
区
域
を
明
示
し
た
図
面
を
主
た
る
事
務

所
に
備
え
付
け
、
関
係
人
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
の
基
準
）

第
五
条

法
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

工
業
等
制
限
区
域
内
の
都
市
環
境
の
整
備
及
び
改
善
に
寄
与
す
る
た
め
整
備
さ
れ
た
工
業
団
地
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も

の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
工
業
団
地
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
に
お
い
て
、
近
代
化
設
備
の
導
入
等
に
よ
り
品
質
の
改
善
、
生
産
費
の
引
下
げ

そ
の
他
経
営
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
作
業
場
を
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る
場
合
（
当
該
新
設
又
は
増
設
が
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
新
設
又
は
増
設
が
工
業
等
制
限
区
域
内
に
お
け
る
人
口
の
増
大
を
も
た
ら
さ
ず
、
か
つ
、
都
市
環
境
の
改
善
に
配

慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

イ

現
に
特
定
工
業
団
地
内
に
存
す
る
作
業
場
に
代
え
て
作
業
場
を
新
設
す
る
場
合
（
当
該
新
設
が
作
業
場
の
移
転
に
伴
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
場

合
を
除
く
。
）

ロ

現
に
特
定
工
業
団
地
内
に
存
す
る
作
業
場
を
増
設
す
る
場
合
（
当
該
増
設
が
作
業
場
の
移
転
に
伴
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

ハ

ロ
に
規
定
す
る
増
設
が
特
定
工
業
団
地
内
に
存
す
る
作
業
場
の
あ
る
一
の
団
地
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
土
地
の
区
域
内
に
お
い
て
は
著
し
く
困
難
で

あ
る
場
合
に
お
い
て
当
該
増
設
に
代
え
て
作
業
場
を
新
設
す
る
と
き
。

二

中
小
企
業
者
（
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が

近
代
化
設
備
の
導
入
等
に
よ
り
品
質
の
改
善
、
生
産
費
の
引
下
げ
そ
の
他
経
営
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
現
に
工
業
等
制
限
区
域
内
に
存
す
る
作
業
場
に

代
え
て
作
業
場
を
新
設
し
、
又
は
作
業
場
を
増
設
す
る
場
合
（
当
該
新
設
又
は
増
設
が
作
業
場
の
移
転
に
伴
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。

）
で
あ
つ
て
、
工
業
等
制
限
区
域
外
に
お
い
て
は
申
請
者
が
当
該
申
請
に
係
る
事
業
を
経
営
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
当

該
新
設
又
は
増
設
が
次
の
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。
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イ

工
業
等
制
限
区
域
内
に
お
け
る
人
口
の
増
大
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
ら
な
い
こ
と
。

ロ

都
市
環
境
の
改
善
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

中
小
企
業
者
が
企
業
規
模
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
す
る
企
業
の
合
併
若
し
く
は
共
同
出
資
に
よ
る
企
業
の
設
立
に
伴
い
、
又
は
中
小
企
業
者
の
事
業

の
共
同
化
の
た
め
、
現
に
工
業
等
制
限
区
域
内
に
存
す
る
作
業
場
に
代
え
て
作
業
場
を
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る
場
合
（
当
該
新
設
又
は
増
設
が
作
業
場

の
移
転
に
伴
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
工
業
等
制
限
区
域
外
に
お
い
て
は
申
請
者
が
当
該
申
請
に
係
る
事
業
を
経
営
す

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
新
設
又
は
増
設
が
次
の
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

イ

工
業
等
制
限
区
域
内
に
お
け
る
人
口
の
増
大
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
ら
な
い
こ
と
。

ロ

都
市
環
境
の
整
備
及
び
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
。

四

工
業
等
制
限
区
域
内
に
お
い
て
一
定
の
製
品
を
当
該
区
域
内
の
近
隣
の
他
の
中
小
企
業
者
と
分
業
し
て
製
造
し
て
い
る
中
小
企
業
者
が
、
当
該
他
の
中

小
企
業
者
の
当
該
分
業
に
係
る
作
業
場
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
作
業
場
に
代
え
て
作
業
場
を
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
工

業
等
制
限
区
域
外
に
お
い
て
は
申
請
者
が
当
該
申
請
に
係
る
事
業
を
経
営
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
新
設
又
は
増
設

が
次
の
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

イ

工
業
等
制
限
区
域
内
に
お
け
る
人
口
の
増
大
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
ら
な
い
こ
と
。

ロ

都
市
環
境
の
整
備
及
び
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
。

五

工
業
等
制
限
区
域
内
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
十
二

号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
分
別
基
準
適
合
物
の
再
商
品
化
（
同
条
第
八
項
第
一
号

及
び
第
三
号

に
掲
げ
る
行
為
に
限
る
。
）
を
す
る
た
め
、
同

条
第
六
項

の
主
務
大
臣
が
指
定
す
る
施
設
の
近
隣
に
お
い
て
作
業
場
を
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
工
業
等
制
限
区
域
外
に
お
い
て
は

申
請
者
が
当
該
申
請
に
係
る
事
業
を
経
営
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
都
市
環
境
の
改
善
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
。

六

当
該
申
請
に
係
る
教
室
を
申
請
に
係
る
場
所
に
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る
こ
と
が
そ
の
学
校
に
お
け
る
教
育
及
び
研
究
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
特
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に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

七

当
該
申
請
が
あ
つ
た
日
前
二
年
以
内
に
、
製
品
の
需
給
、
金
融
等
の
経
済
事
情
の
著
し
い
変
化
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
作
業
場
若
し
く
は

教
室
以
外
の
施
設
と
さ
れ
、
又
は
天
災
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
理
由
に
よ
り
滅
失
し
た
作
業
場
又
は
教
室
と
同
一
の
団
地
内
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
作
業

場
又
は
教
室
の
床
面
積
の
合
計
（
作
業
場
若
し
く
は
教
室
以
外
の
施
設
と
さ
れ
、
又
は
滅
失
し
た
後
に
そ
の
団
地
内
に
お
い
て
新
設
さ
れ
、
又
は
増
設
さ

れ
た
作
業
場
又
は
教
室
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
床
面
積
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
制
限
施
設
を
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る

場
合

（
承
継
の
届
出
）

第
六
条

法
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

当
該
作
業
場
又
は
教
室
の
所
在
地

三

承
継
年
月
日

四

被
承
継
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

五

承
継
の
原
因

２

法
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
届
出
を
す
る
に
は
、
届
出
書
に
、
承
継
の
原
因
を
証
明
す
る
書
類
、
当
該
作
業
場
又
は
教
室
に
係
る
施
設
の
現
況
説
明

書
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

１

こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
作
業
場
の
基
準
面
積
の
特
例
）

２

法
第
二
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
面
積
は
、
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
産
業
集
積
の
活
性
化
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
平
成
九
年
法
律
第

二
十
八
号
）
の
廃
止
の
日
の
前
日
ま
で
に
限
り
、
同
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
意
基
盤
的
技
術
産
業
集
積
活
性
化
計
画
に
定
め
ら
れ
た
基
盤
的
技
術
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産
業
集
積
活
性
化
促
進
地
域
の
う
ち
作
業
場
の
新
設
又
は
増
設
に
よ
り
産
業
及
び
人
口
の
集
中
に
伴
う
弊
害
を
著
し
く
助
長
す
る
こ
と
と
な
ら
ず
、
か
つ
、

都
市
環
境
の
著
し
い
悪
化
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
ら
な
い
区
域
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域
に
お
い
て
、
当
該
計
画
に
定
め
ら
れ
た
中
核
的
業
種

の
う
ち
当
該
区
域
ご
と
に
作
業
場
の
新
設
又
は
増
設
に
よ
り
産
業
及
び
人
口
の
集
中
に
伴
う
弊
害
を
著
し
く
助
長
す
る
こ
と
と
な
ら
ず
、
か
つ
、
都
市
環
境

の
著
し
い
悪
化
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
ら
な
い
事
業
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
事
業
を
主
と
し
て
営
む
工
場
に
あ
つ
て
は
、
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル

と
す
る
。

３

前
項
の
期
限
経
過
の
際
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
面
積
が
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
た
工
場
の
種
類
の
う
ち
に
、
そ
の
期
限
経
過
後
も
な
お
基
準

面
積
を
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
工
場
の
種
類
の
そ
の
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
別
に
政
令
で
定
め
る
。

４

大
学
の
教
室
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
法
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
第
五
条
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、

当
該
申
請
に
係
る
教
室
を
申
請
に
係
る
場
所
に
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る
こ
と
が
、
工
業
等
制
限
区
域
内
に
お
け
る
人
口
の
集
中
に
伴
う
弊
害
を
著
し
く
助

長
す
る
も
の
で
な
い
場
合
と
す
る
。

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

工

場

の

種

類

基
準
面
積

(

一)

主
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
営
む
工
場

千
平
方
メ
ー
ト
ル

一

精
米
業

二

米
菓
製
造
業

三

生
め
ん
製
造
業

四

豆
腐
又
は
油
あ
げ
の
製
造
業

五

印
刷
業
（
謄
写
印
刷
業
を
除
く
。
）

六

製
本
業
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七

印
刷
物
加
工
業

八

写
真
製
版
業
（
写
真
植
字
業
を
含
む
。
）

(

二)
(

一)

に
掲
げ
る
工
場
以
外
の
工
場

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）

市
名
又

区

域

は
特
別

区
名
大
田
区

城
南
島
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
及
び
五
丁
目
の
う
ち
一
番
地
か
ら
三
番
地
ま
で
を
除
く
区
域
、
京
浜
島
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
並
び
に

昭
和
島
一
丁
目
及
び
二
丁
目

横
浜
市

鶴
見
区
（
安
善
町
一
丁
目
の
う
ち
四
番
地
の
三
か
ら
七
ま
で
、
九
、
十
六
か
ら
二
十
ま
で
、
二
十
二
か
ら
二
十
四
ま
で
、
三
十
五
か
ら
六
十

二
ま
で
及
び
六
十
五
か
ら
八
十
六
ま
で
を
除
く
区
域
並
び
に
二
丁
目
、
弁
天
町
三
番
地
の
一
及
び
七
、
十
七
番
地
の
三
か
ら
六
ま
で
、
十
八

番
地
の
一
及
び
二
並
び
に
二
十
一
番
地
の
一
及
び
三
、
小
野
町
七
十
二
番
地
の
一
及
び
二
、
七
十
三
番
地
の
三
、
七
十
四
番
地
、
七
十
五
番

地
の
一
及
び
二
、
七
十
六
番
地
、
七
十
七
番
地
、
七
十
八
番
地
の
一
、
七
十
九
番
地
か
ら
八
十
一
番
地
ま
で
並
び
に
百
二
十
五
番
地
の
九
、

末
広
町
一
丁
目
の
う
ち
県
道
東
京
大
師
横
浜
線
以
北
を
除
く
区
域
及
び
二
丁
目
、
生
麦
一
丁
目
一
番
地
の
三
十
八
（
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
区
域
に
限
る
。
）
、
十
七
番
地
の
一
（
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域
に
限
る
。
）
、
二
、
六
、
七
及
び
九
並
び
に
二
千
三
十
六
番
地
の

十
九
、
三
十
二
、
四
十
三
、
四
十
四
、
五
十
二
、
五
十
三
及
び
六
十
五
並
び
に
二
丁
目
、
大
黒
町
並
び
に
扇
島
に
限
る
。
）

神
奈
川
区
（
守
屋
町
、
宝
町
及
び
恵
比
須
町
に
限
る
。
）

中
区
（
錦
町
の
う
ち
市
道
錦
町
南
部
第
二
号
線
以
東
の
区
域
、
か
も
め
町
の
う
ち
一
番
地
、
六
十
五
番
地
及
び
六
十
六
番
地
を
除
く
区
域
、

豊
浦
町
並
び
に
千
鳥
町
に
限
る
。
）
磯
子
区
（
鳳
町
、
新
磯
子
町
、
新
森
町
、
新
中
原
町
並
び
に
新
杉
田
町
の
う
ち
東
日
本
旅
客
鉄
道
根
岸

線
と
都
市
高
速
鉄
道
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
交
会
点
以
北
の
東
日
本
旅
客
鉄
道
根
岸
線
以
東
及
び
当
該
交
会
点
以
南
の
都
市
高
速
鉄
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道
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
以
東
の
区
域
に
限
る
。
）

金
沢
区
（
昭
和
町
の
う
ち
一
般
国
道
三
百
五
十
七
号
線
以
北
の
区
域
、
鳥
浜
町
の
う
ち
一
般
国
道
三
百
五
十
七
号
線
以
北
の
区
域
（
一
番
地

の
一
か
ら
十
七
ま
で
を
除
く
。
）
、
幸
浦
一
丁
目
八
番
地
の
一
及
び
二
並
び
に
十
番
地
の
一
及
び
三
か
ら
六
ま
で
並
び
に
福
浦
一
丁
目
、
二

丁
目
並
び
に
三
丁
目
八
番
地
、
十
番
地
の
一
及
び
三
、
二
十
二
番
地
、
二
十
三
番
地
の
三
、
二
十
四
番
地
の
一
及
び
二
、
二
十
五
番
地
の
二

並
び
に
三
十
番
地
の
二
に
限
る
。
）

川
崎
市

川
崎
区
（
殿
町
三
丁
目
二
十
五
番
地
の
一
か
ら
六
ま
で
及
び
十
一
か
ら
四
十
五
ま
で
、
二
十
六
番
地
の
一
か
ら
七
ま
で
並
び
に
二
十
七
番
地

の
一
か
ら
四
ま
で
、
小
島
町
、
夜
光
一
丁
目
の
う
ち
四
番
地
の
一
か
ら
十
ま
で
、
五
番
地
の
一
か
ら
四
ま
で
及
び
七
か
ら
十
ま
で
、
六
番
地

の
一
か
ら
四
ま
で
、
七
番
地
の
一
か
ら
四
ま
で
、
八
番
地
の
一
及
び
二
、
九
番
地
の
一
か
ら
四
ま
で
、
十
番
地
、
十
一
番
地
の
一
か
ら
十
六

ま
で
、
十
二
番
地
の
一
及
び
二
、
十
三
番
地
の
一
か
ら
七
ま
で
並
び
に
十
四
番
地
の
五
、
十
六
及
び
十
七
を
除
く
区
域
、
二
丁
目
の
う
ち
一

番
地
の
一
か
ら
四
ま
で
及
び
十
八
か
ら
二
十
一
ま
で
を
除
く
区
域
並
び
に
三
丁
目
、
池
上
町
二
番
地
の
一
か
ら
三
ま
で
、
浅
野
町
、
鋼
管
通

五
丁
目
、
南
渡
田
町
、
田
辺
新
田
、
白
石
町
、
浮
島
町
の
う
ち
市
道
浮
島
町
線
以
南
並
び
に
四
百
三
十
番
地
の
三
、
四
百
五
十
番
地
の
二
及

び
三
、
四
百
六
十
番
地
の
一
及
び
二
、
四
百
七
十
番
地
の
二
、
三
及
び
六
並
び
に
四
百
八
十
番
地
を
除
く
区
域
、
千
鳥
町
の
う
ち
東
船
溜
道

路
以
北
並
び
に
一
番
地
の
一
か
ら
四
ま
で
、
九
番
地
、
十
番
地
、
十
四
番
地
の
一
及
び
二
、
十
七
番
地
、
十
八
番
地
の
一
及
び
二
、
十
九
番

地
の
三
及
び
四
、
二
十
番
地
か
ら
二
十
三
番
地
ま
で
、
二
十
四
番
地
の
一
か
ら
三
ま
で
、
二
十
五
番
地
の
一
か
ら
四
ま
で
、
二
十
六
番
地
、

二
十
七
番
地
、
二
十
七
番
地
の
二
並
び
に
二
十
八
番
地
か
ら
三
十
六
番
地
ま
で
を
除
く
区
域
、
水
江
町
、
扇
町
、
大
川
町
並
び
に
扇
島
に
限

る
。
）

備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
一
年
三
月
二
十
六
日
に
お
け
る
行
政
区
画
そ
の
他
の
区
域
又
は
道
路
、
鉄
道
そ
の
他
の
も
の
に

よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

○
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
十
七
号
）
（
抄
）
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（
定
義
）

第
二
条

略

２

こ
の
法
律
で
「
作
業
場
」
と
は
、
製
造
業
（
物
の
加
工
業
を
含
み
、
政
令
で
定
め
る
業
種
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
用
に
供
す
る
工
場

の
作
業
場
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
で
「
教
室
」
と
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
（
政
令
で
定
め
る
大
学
を
除
く
も
の
と
し

、
以
下
単
に
「
大
学
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
又
は
同
法
第
八
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
専
修
学
校
若
し
く
は
同
法
第
八
十
三
条
第
一
項
に

規
定
す
る
各
種
学
校
（
政
令
で
定
め
る
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を
除
く
も
の
と
し
、
以
下
単
に
「
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
」
と
い
う
。
）
の
教
室
を
い

う
。

４

略

５

前
項
の
基
準
面
積
と
は
、
作
業
場
に
つ
い
て
は
工
場
の
種
類
に
従
つ
て
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
政
令
で
定
め
る
面
積
、
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
の

教
室
に
つ
い
て
は
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
の
教
室
に
つ
い
て
は
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
い
う
。

６

略
（
工
業
等
制
限
区
域
）

第
三
条

既
成
市
街
地
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
区
域
を
工
業
等
制
限
区
域
と
す
る
。

（
許
可
の
基
準
等
）

第
八
条

知
事
等
は
、
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
許
可
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

一
・
二

略

三

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
。

２

略
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（
許
可
の
承
継
）

第
九
条

第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
を
受
け
た
者
が
そ
の
許
可
に
係
る
作
業
場
又
は
教
室
を
そ
の
用
に
供
し
て
い
る
、
又
は
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
製

造
業
又
は
学
校
に
つ
き
事
業
の
譲
渡
又
は
学
校
の
設
置
者
の
変
更
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
譲
受
人
又
は
新
た
な
設
置
者
が
事
業
の
譲
渡
又
は
設

置
者
の
変
更
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
以
内
に
政
令
で
定
め
る
事
項
を
知
事
等
に
届
け
出
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
当
該
許
可
を
受
け
た
者
の

地
位
を
承
継
す
る
。

２

第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
き
、
相
続
、
合
併
又
は
分
割
（
そ
の
許
可
に
係
る
作
業
場
又
は
教
室
を
そ
の
用
に
供
し
て
い
る
、
又

は
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
製
造
業
又
は
学
校
を
承
継
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
相
続
人
、
合
併
後
存
続
し
若
し
く
は
合
併
に

よ
り
設
立
し
た
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
当
該
製
造
業
若
し
く
は
学
校
を
承
継
し
た
法
人
が
相
続
、
合
併
又
は
分
割
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内

に
政
令
で
定
め
る
事
項
を
知
事
等
に
届
け
出
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

○

近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
六
十
一
号
）
（
抄
）

（
製
造
業
か
ら
除
外
さ
れ
る
業
種
）

第
一
条

近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
業
種
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一

牛
乳
製
造
業
（
牛
乳
又
は
脱
脂
乳
そ
の
他
牛
乳
に
類
似
す
る
外
観
を
有
す
る
乳
飲
料
を
処
理
し
、
又
は
製
造
す
る
事
業
を
い
う
。
）

二

発
酵
乳
、
ク
リ
ー
ム
又
は
乳
酸
菌
飲
料
（
保
存
性
の
あ
る
容
器
に
お
さ
め
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
製
造
業

三

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
製
造
業
（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ア
イ
ス
シ
ヤ
ー
ベ
ツ
ト
、
ア
イ
ス
キ
ヤ
ン
デ
ー
そ
の
他
液
体
食
品
又
は
こ
れ
に
他
の
食
品
を
混
和

し
た
も
の
を
凍
結
さ
せ
た
食
品
を
製
造
す
る
事
業
を
い
う
。
）

四

パ
ン
（
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
及
び
調
理
パ
ン
を
含
む
。
）
又
は
生
菓
子
の
製
造
業

五

総
菜
製
造
業
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六

弁
当
製
造
業

七

清
酒
製
造
業

八

食
品
冷
凍
業

九

製
氷
業

十

新
聞
業

十
一

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業

十
二

同
一
の
団
地
内
に
お
い
て
前
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
附
随
し
て
行
な
わ
れ
る
製
造
業
で
、
そ
の
主
た
る
事
業
と
製
造
設
備
の
全
部
又
は
一
部
を
共
用

す
る
も
の

十
三

同
一
の
団
地
内
に
お
い
て
製
造
業
以
外
の
事
業
に
附
随
し
て
行
な
わ
れ
る
製
造
業
で
、
そ
の
主
た
る
事
業
の
設
備
の
全
部
又
は
一
部
を
製
造
設
備
と

し
て
用
い
る
も
の

（
大
学
並
び
に
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
か
ら
除
外
さ

れ
る
学
校
）

第
二
条

法
第
二
条
第
三
項

の
政
令
で
定
め
る
大
学
は
、
大
学
院
及
び
専
ら
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
大
学
と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
三
項

の
政
令
で
定
め
る
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
は
、
専
ら
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
と
す
る
。

（
作
業
場
の
基
準
面
積
）

第
三
条

法
第
二
条
第
五
項

の
政
令
で
定
め
る
面
積
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

（
工
場
等
制
限
区
域
）

第
四
条

法
第
三
条
の
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、
別
表
第
二
に
掲
げ
る
区
域
及
び
昭
和
四
十
年
七
月
一
日
以
後
に
公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十

七
号
）
の
規
定
に
よ
る
竣
功
認
可
の
あ
つ
た
埋
立
地
で
、
工
業
の
用
に
供
す
る
目
的
を
も
つ
て
す
る
埋
立
て
と
し
て
同
法
の
規
定
に
よ
る
埋
立
て
の
免
許
の

あ
つ
た
も
の
（
昭
和
四
十
年
七
月
一
日
前
に
埋
立
て
の
免
許
の
あ
つ
た
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
関
係
各
大
臣
と
協
議
し
て
指
定
す
る
も
の

）
に
係
る
区
域
を
除
く
区
域
と
す
る
。
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２

知
事
等
（
法
第
四
条
第
一
項
で
規
定
す
る
知
事
等
を
い
う
。
）
は
、
当
該
府
県
又
は
市
の
区
域
内
の
工
場
等
制
限
区
域
を
明
示
し
た
図
面
を
主
た
る
事
務

所
に
備
え
付
け
、
関
係
人
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
の
基
準
）

第
五
条

法
第
七
条
第
一
項
第
四
号

の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

中
小
企
業
者
（
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

が
企
業
規
模
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
す
る
企
業
の
合
併
若
し
く
は
共
同
出
資
に
よ
る
企
業
の
設
立
に
伴
い
、
又
は
中
小
企
業
者
の
事
業
の
共
同
化
の
た

め
、
現
に
工
場
等
制
限
区
域
内
に
存
す
る
作
業
場
に
代
え
て
作
業
場
を
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
工
場
等
制
限
区
域
外
に
お
い
て
は
申

請
者
が
当
該
申
請
に
係
る
事
業
を
経
営
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
新
設
又
は
増
設
が
次
の
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き
。

イ

従
業
者
の
著
し
い
増
加
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
。

ロ

交
通
、
衛
生
、
保
安
等
に
つ
い
て
環
境
の
整
備
改
善
に
資
す
る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
教
室
を
申
請
に
係
る
場
所
に
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る
こ
と
が
そ
の
学
校
に
お
け
る
教
育
及
び
研
究
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
特

に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

三

当
該
申
請
が
あ
つ
た
日
前
二
年
以
内
に
、
製
品
の
需
給
、
金
融
等
の
経
済
事
情
の
著
し
い
変
化
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
作
業
場
若
し
く
は

教
室
以
外
の
施
設
と
さ
れ
、
又
は
天
災
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
理
由
に
よ
り
滅
失
し
た
作
業
場
又
は
教
室
と
同
一
の
団
地
内
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
作
業

場
又
は
教
室
の
床
面
積
の
合
計
（
作
業
場
若
し
く
は
教
室
以
外
の
施
設
と
さ
れ
、
又
は
滅
失
し
た
後
に
そ
の
団
地
内
に
お
い
て
新
設
さ
れ
、
又
は
増
設
さ

れ
た
作
業
場
又
は
教
室
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
床
面
積
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
）
を
こ
え
な
い
範
囲
内
で
、
制
限
施
設
を
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る

場
合

（
承
継
の
届
出
）

第
六
条

法
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
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一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

当
該
作
業
場
又
は
教
室
の
所
在
地

三

承
継
年
月
日

四

被
承
継
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

五

承
継
の
原
因

２

法
第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
届
出
を
す
る
に
は
、
届
出
書
に
、
承
継
の
原
因
を
証
明
す
る
書
類
、
当
該
作
業
場
又
は
教
室
に
係
る
施
設
の
現
況
説
明

書
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

抄

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
作
業
場
の
基
準
面
積
の
特
例
）

２

法
第
二
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
面
積
は
、
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
産
業
集
積
の
活
性
化
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
平
成
九
年
法
律
第

二
十
八
号
）
の
廃
止
の
日
の
前
日
ま
で
に
限
り
、
同
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
意
基
盤
的
技
術
産
業
集
積
活
性
化
計
画
に
定
め
ら
れ
た
基
盤
的
技
術

産
業
集
積
活
性
化
促
進
地
域
の
う
ち
作
業
場
の
新
設
又
は
増
設
に
よ
り
産
業
及
び
人
口
の
集
中
に
伴
う
弊
害
を
著
し
く
助
長
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
区
域
と

し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域
に
お
い
て
、
当
該
計
画
に
定
め
ら
れ
た
中
核
的
業
種
の
う
ち
当
該
区
域
ご
と
に
作
業
場
の
新
設
又
は
増
設
に
よ
り
産
業

及
び
人
口
の
集
中
に
伴
う
弊
害
を
著
し
く
助
長
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
事
業
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
事
業
を
主
と
し
て
営
む
工
場
（
別
表
第
一(

一)

及
び(

二)

の
項
に
掲
げ
る
工
場
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

３

前
項
の
期
限
経
過
の
際
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
面
積
が
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
た
工
場
の
種
類
の
う
ち
に
、
そ
の
期
限
経
過
後
も
な
お
基
準

面
積
を
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
工
場
の
種
類
の
そ
の
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
別
に
政
令
で
定
め
る
。
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（
工
場
等
制
限
区
域
の
特
例
）

４

昭
和
四
十
九
年
六
月
三
十
日
ま
で
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
工
場
等
制
限
区
域
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

市
名

区

域

京
都
市

中
京
区
（
西
ノ
京
西
中
合
町
、
西
ノ
京
南
壷
井
町
、
西
ノ
京
月
輪
町
、
西
ノ
京
島
ノ
内
町
、
西
ノ
京
徳
大
寺
町
及
び
西
ノ
京
桑
原
町
並
び
に
西

ノ
京
藤
ノ
木
町
、
西
ノ
京
塚
本
町
及
び
西
ノ
京
小
堀
池
町
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
天
神
川
右
岸
線
以
南
の
区
域
に
限
る
。
）

下
京
区
（
七
条
御
所
ノ
内
中
町
並
び
に
西
七
条
北
月
読
町
、
西
七
条
南
月
読
町
、
七
条
御
所
ノ
内
西
町
、
西
七
条
名
倉
町
及
び
西
七
条
八
幡
町

の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
市
道
佐
井
通
以
西
の
区
域
に
限
る
。
）

南
区
（
吉
祥
院
西
ノ
庄
西
浦
町
、
吉
祥
院
西
ノ
庄
淵
ノ
西
町
、
吉
祥
院
西
ノ
庄
西
中
町
、
吉
祥
院
西
ノ
庄
猪
之
馬
場
町
、
吉
祥
院
向
田
東
町
、

吉
祥
院
前
河
原
町
、
吉
祥
院
宮
ノ
東
町
、
吉
祥
院
宮
ノ
西
町
、
吉
祥
院
中
河
原
西
屋
敷
町
、
吉
祥
院
中
河
原
里
北
町
、
吉
祥
院
中
河
原
里
西
町

、
吉
祥
院
中
河
原
里
南
町
、
吉
祥
院
内
河
原
町
、
吉
祥
院
大
河
原
町
及
び
吉
祥
院
新
田
壱
ノ
段
町
並
び
に
吉
祥
院
西
ノ
庄
東
屋
敷
町
の
う
ち
市

道
佐
井
通
以
西
の
区
域
、
吉
祥
院
西
ノ
庄
門
口
町
の
う
ち
市
道
佐
井
通
と
西
高
瀬
川
左
岸
線
と
の
交
会
点
以
北
の
市
道
佐
井
通
以
西
及
び
当
該

交
会
点
以
南
の
西
高
瀬
川
左
岸
線
以
西
の
区
域
、
吉
祥
院
新
田
参
ノ
段
町
の
う
ち
天
神
川
左
岸
線
以
東
の
区
域
並
び
に
吉
祥
院
西
ノ
庄
向
田
町

の
う
ち
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
区
域
に
限
る
。
）

右
京
区
（
太
秦
上
刑
部
町
、
太
秦
下
刑
部
町
、
太
秦
下
角
田
町
、
太
秦
野
元
町
、
太
秦
木
ノ
下
町
、
太
秦
巽
町
、
太
秦
東
唐
渡
町
、
太
秦
唐
渡

町
、
太
秦
中
堤
町
、
山
ノ
内
苗
町
、
山
ノ
内
御
堂
殿
町
、
山
ノ
内
宮
脇
町
、
山
ノ
内
瀬
戸
畑
町
、
山
ノ
内
山
ノ
下
町
、
山
ノ
内
大
町
、
山
ノ
内

池
尻
町
、
山
ノ
内
五
反
田
町
、
山
ノ
内
西
八
反
田
町
、
山
ノ
内
荒
木
町
、
西
院
安
塚
町
、
西
院
東
貝
川
町
、
西
院
西
貝
川
町
、
西
院
四
条
畑
町

、
西
院
笠
目
町
、
西
院
太
田
町
、
西
院
清
水
町
、
西
院
月
双
町
、
西
院
西
寿
町
、
西
院
溝
崎
町
、
西
院
西
溝
崎
町
、
西
院
追
分
町
、
西
院
六
反

田
町
、
西
院
久
保
田
町
、
西
京
極
東
大
丸
町
、
西
京
極
町
ノ
坪
町
、
西
京
極
豆
田
町
、
西
京
極
北
庄
境
町
、
西
京
極
南
庄
境
町
、
西
京
極
三
反

田
町
、
西
京
極
中
溝
町
、
西
京
極
大
門
町
、
西
京
極
佃
田
町
、
西
京
極
下
沢
町
、
西
京
極
中
沢
町
、
梅
津
石
灘
町
、
梅
津
神
田
町
、
梅
津
高
畝

町
、
梅
津
南
広
町
及
び
梅
津
北
広
町
並
び
に
太
秦
森
ケ
前
町
の
う
ち
京
福
電
気
鉄
道
嵐
山
本
線
以
南
の
区
域
、
太
秦
安
井
一
町
田
町
、
太
秦
安
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井
水
戸
田
町
、
太
秦
安
井
二
条
裏
町
及
び
太
秦
安
井
西
沢
町
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
天
神
川
右
岸
線

以
南
の
区
域
、
太
秦
安
井
松
本
町
の
う
ち
天

神
川
右
岸
線
と
御
室
川
左
岸
線
と
の
交
会
点
以
東
の
天
神
川
右
岸
線
以
南
及
び
当
該
交
会
点
以
西
の
御
室
川
左
岸
線
以
南
の
区
域
、
西
院
上
花

田
町
の
う
ち
京
福
電
気
鉄
道
嵐
山
本
線
以
北
の
区
域
、
西
院
矢
掛
町
の
う
ち
市
道
高
辻
南
通
以
南
の
区
域
（
市
道
佐
井
通
以
西
に
限
る
。
）
、

西
院
西
矢
掛
町
の
う
ち
市
道
高
辻
南
通
以
南
の
区
域
、
西
院
寿
町
、
西
院
南
寿
町
及
び
西
院
西
中
水
町
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
市
道
佐
井
通
以
西
の

区
域
、
梅
津
段
町
の
う
ち
府
道
太
秦
上
桂
線
以
東
の
区
域
並
び
に
太
秦
松
本
町
、
太
秦
荒
木
町
、
太
秦
小
手
角
町
、
太
秦
滝
ケ
花
町
、
山
ノ
内

宮
前
町
、
山
ノ
内
中
畑
町
、
山
ノ
内
北
ノ
口
町
、
山
ノ
内
西
裏
町
、
西
院
日
照
町
、
西
院
久
田
町
、
西
京
極
畔
勝
町
、
西
京
極
宮
ノ
東
町
、
西

京
極
東
町
、
西
京
極
畑
田
町
及
び
西
京
極
前
田
町
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
区
域
に
限
る
。
）

神
戸
市

灘
区
（
岩
屋
南
町
に
限
る
。
）

葺
合
区
（
脇
浜
町
二
丁
目
の
う
ち
一
般
国
道
二
号
線
以
南
の
区
域
、
脇
浜
町
三
丁
目
の
う
ち
一
般
国
道
二
号
線
と
日
本
国
有
鉄
道
東
海
道
本
線

と
の
交
会
点
以
東
の
一
般
国
道
二
号
線
以
北
、
当
該
交
会
点
以
西
の
日
本
国
有
鉄
道
東
海
道
本
線
以
北
及
び
市
道
葺
合
方
面
第
二
百
十
七
号
線

以
南
を
除
く
区
域
並
び
に
脇
浜
海
岸
通
の
う
ち
市
道
葺
合
方
面
第
二
百
十
七
号
線
以
北
の
区
域
に
限
る
。
）

生
田
区
（
東
川
崎
町
二
丁
目
及
び
三
丁
目
に
限
る
。
）

兵
庫
区
（
今
出
在
家
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
芦
原
通
一
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で
、
住
吉
通
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
、
三
石
通
四
丁
目

、
和
田
宮
通
七
丁
目
及
び
八
丁
目
、
遠
矢
町
一
丁
目
、
笠
松
通
九
丁
目
及
び
十
丁
目
、
吉
田
町
三
丁
目
、
金
平
町
二
丁
目
、
小
松
通
六
丁
目
、

御
崎
本
町
一
丁
目
、
上
庄
通
五
丁
目
、
兵
庫
運
河
、
材
木
町
、
浜
中
町
二
丁
目
、
明
治
通
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
明
和
通
一
丁
目
か
ら
四
丁
目

ま
で
、
御
所
通
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
、
和
田
山
通
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
並
び
に
高
松
町
並
び
に
南
逆
瀬
川
町
二
丁
目
及
び
松
原
通
一

丁
目
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
県
道
兵
庫
埠
頭
線
以
南
の
区
域
、
北
宮
内
町
の
う
ち
市
道
高
松
線
以
東
の
区
域
、
三
石
通
三
丁
目
、
上
庄
通
四
丁
目
及

び
中
庄
通
三
丁
目
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
市
道
高
松
線
以
南
の
区
域
、
和
田
崎
町
三
丁
目
の
う
ち
市
道
高
松
線
以
西
を
除
く
区
域
、
川
中
町
及
び
御

崎
本
町
三
丁
目
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
市
道
川
中
線
以
北
の
区
域
、
御
崎
町
二
丁
目
及
び
浜
中
町
一
丁
目
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
市
道
兵
庫
百
八
十
二
号

線
以
北
の
区
域
、
明
治
通
三
丁
目
の
う
ち
一
般
国
道
二
号
線
以
東
の
区
域
並
び
に
東
出
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
西
出
町
及
び
川
崎
町
の
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う
ち
そ
れ
ぞ
れ
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
区
域
に
限
る
。
）

長
田
区
（
東
尻
池
町
七
丁
目
か
ら
十
丁
目
ま
で
、
浜
添
通
四
丁
目
か
ら
八
丁
目
ま
で
及
び
苅
藻
通
五
丁
目
か
ら
八
丁
目
ま
で
並
び
に
梅
ケ
香
町

二
丁
目
の
う
ち
一
般
国
道
二
号
線
以
南
の
区
域
及
び
東
尻
池
町
四
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
市
道
高
松
線
以
東
の
区
域
に
限
る
。
）

備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十
五
日
に
お
け
る
行
政
区
画
そ
の
他
の
区
域
又
は
道
路
、
河
川
若
し
く
は
鉄
道
に

よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

５

前
項
の
期
限
経
過
の
際
、
同
項
の
表
に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち
に
、
そ
の
期
限
の
経
過
後
も
な
お
工
場
等
制
限
区
域
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
な
い
と
認
め
ら

れ
る
区
域
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
区
域
の
そ
の
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
に
政
令
で
定
め
る
。

６

略
（
許
可
の
基
準
の
特
例
）

７

当
分
の
間
、
法
第
七
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

こ
の
政
令
の
施
行
前
か
ら
引
き
続
き
存
す
る
作
業
場
に
つ
き
、
当
該
作
業
場
が
存
し
て
い
た
団
地
の
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
に
お
け
る
区
域
内
に
お
い

て
床
面
積
を
増
加
さ
せ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
増
加
が
近
代
化
設
備
の
導
入
等
に
よ
り
品
質
の
改
善
、
生
産
費
の
引
下
げ
そ
の
他
経
営
の
合
理
化
を
図

る
た
め
特
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
従
業
者
の
著
し
い
増
加
を
も
た
ら
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

大
学
の
教
室
に
つ
き
、
当
該
申
請
に
係
る
教
室
を
申
請
に
係
る
場
所
に
新
設
し
、
又
は
増
設
す
る
こ
と
が
、
工
場
等
制
限
区
域
内
に
お
け
る
人
口
の
集

中
に
伴
う
弊
害
を
著
し
く
助
長
す
る
も
の
で
な
い
場
合

三

こ
の
政
令
の
施
行
前
か
ら
引
き
続
き
存
す
る
教
室
に
つ
き
、
当
該
教
室
が
存
し
て
い
た
団
地
の
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
に
お
け
る
区
域
内
に
お
い
て
床

面
積
を
増
加
さ
せ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
増
加
に
係
る
教
室
が
大
学
の
理
学
若
し
く
は
工
学
系
の
学
部
、
高
等
専
門
学
校
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
教
育

を
行
う
専
修
学
校
若
し
く
は
各
種
学
校
の
課
程
で
修
業
期
間
が
一
年
以
上
の
も
の
の
用
に
供
す
る
た
め
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

別
表
第
一
工

場

の

種

類

基
準
面
積
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(
一)

主
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
営
む
工
場

一

め
つ
き
鋼
材
製
造
業
（
製
鋼
を
行
な
う
も
の
を
除
く
。
）

千
八
百
平
方
メ
ー
ト

二

練
炭
又
は
豆
炭
の
製
造
業
主
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
営
む
工
場

ル

(

二)

主
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
営
む
工
場

一

酒
類
製
造
業

二

染
色
整
理
業

三

製
紙
業

四

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造
業

五

鋼
材
製
造
業
（
製
鋼
を
行
な
う
も
の
及
び
め
つ
き
鋼
材
製
造
業
を
除
く
。
）

千
五
百
平
方
メ
ー
ト

六

銅
の
圧
延
又
は
伸
線
業
及
び
銅
合
金
の
製
造
又
は
圧
延
若
し
く
は
伸
線
業

ル

七

農
業
用
機
械
製
造
業
（
農
器
具
製
造
業
を
除
く
。
）

八

繊
維
機
械
製
造
業(

一)

に
掲
げ
る
工
場
以
外
の
工
場

(

三)

主
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
営
む
工
場

一

合
板
製
造
業

二

工
業
用
薬
品
製
造
業

三

油
脂
加
工
製
品
又
は
塗
料
の
製
造
業

四

線
材
製
品
製
造
業
（
ね
じ
類
製
造
業
を
除
く
。
）

千
二
百
平
方
メ
ー
ト

五

ポ
ン
プ
又
は
ポ
ン
プ
装
置
の
製
造
業

ル

六

空
気
圧
縮
機
又
は
ガ
ス
圧
縮
機
の
製
造
業
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七

コ
ン
ベ
ヤ
ー
、
ク
レ
ー
ン
又
は
巻
上
機
の
製
造
業

(

四)
(

一)

、(

二)

又
は(

三)

に
掲
げ
る
工
場
以
外
の
工
場

千
平
方
メ
ー
ト
ル

別
表
第
二

市
名

区

域

此
花
区
（
春
日
出
町
上
七
丁
目
及
び
八
丁
目
、
春
日
出
町
の
う
ち
市
道
日
本
染
料
会
社
東
横
線
以
西
の
市
道
福
島
桜
島
線
以
南
及
び
市
道
日

本
染
料
会
社
東
横
線
以
南
の
区
域
、
恩
貴
島
南
之
町
の
う
ち
市
道
住
友
電
線
製
造
所
東
横
線
以
東
の
正
蓮
寺
川
左
岸
線
以
東
及
び
市
道
住
友

電
線
製
造
所
東
横
線
以
東
を
除
く
区
域
、
島
屋
町
、
川
岸
町
、
川
岸
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
桜
島
南
之
町
、
桜
島
北
之
町
、
桜
島
町

、
梅
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
並
び
に
北
港
本
町
に
限
る
。
）

大
阪
市

大
正
区
（
船
町
に
限
る
。
）

西
淀
川
区
（
西
島
町
、
矢
倉
町
、
布
屋
町
、
外
島
町
並
び
に
中
島
町
の
う
ち
大
阪
府
第
一
区
防
潮
堤
以
西
及
び
大
阪
府
第
一
区
防
潮
堤
以
西

の
神
崎
川
本
川
右
岸
線
以
西
の
区
域
に
限
る
。
）

住
吉
区
（
釜
口
町
、
平
林
北
之
町
、
平
林
南
之
町
及
び
昭
和
三
十
八
年
十
月
三
十
日
に
公
有
水
面
埋
立
法
の
規
定
に
よ
る
竣
功
認
可
の
あ
つ

た
埋
立
地
に
限
る
。
）

神
南
辺
町
四
丁
か
ら
六
丁
ま
で
、
三
宝
町
八
丁
及
び
九
丁
、
塩
浜
町
、
築
港
八
幡
町
、
築
港
南
町
、
築
港
新
町
一
丁
か
ら
三
丁
ま
で
、
大
浜

堺

市

西
町
、
海
山
町
六
丁
の
う
ち
市
道
三
宝
第
六
十
二
号
線
以
東
を
除
く
区
域
、
海
山
町
七
丁
、
山
本
町
六
丁
、
緑
町
三
丁
及
び
四
丁
、
松
屋
大

和
川
通
三
丁
及
び
四
丁
、
北
波
止
町
、
戎
島
町
四
丁
及
び
五
丁
、
出
島
西
町
並
び
に
石
津
西
町

東
灘
区
（
本
庄
町
青
木
字
新
浜
町
三
百
九
番
地
、
魚
崎
浜
町
及
び
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
二
十
三
日
、
昭
和
四
十
年
一
月
九
日
又
は
同
年
四

月
三
十
日
に
公
有
水
面
埋
立
法
の
規
定
に
よ
る
竣
功
認
可
の
あ
つ
た
埋
立
地
に
限
る
。
）

灘
区
（
灘
浜
東
町
及
び
日
ノ
出
町
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
に
限
る
。
）

葺
合
区
（
脇
浜
町
三
丁
目
の
う
ち
市
道
葺
合
方
面
第
二
百
十
七
号
線
以
南
の
区
域
、
南
本
町
通
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
並
び
に
真
砂
通
一
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神
戸
市

丁
目
及
び
二
丁
目
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
日
本
国
有
鉄
道
東
海
道
本
線
以
南
の
区
域
並
び
に
脇
浜
海
岸
通
の
う
ち
市
道
葺
合
方
面
第
二
百
十
七
号

線
以
北
を
除
く
区
域
に
限
る
。
）

兵
庫
区
（
遠
矢
浜
町
及
び
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
に
公
有
水
面
埋
立
法
の
規
定
に
よ
る
竣
功
認
可
の
あ
つ
た
埋
立
地
に
限
る
。
）

長
田
区
（
苅
藻
島
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
並
び
に
昭
和
四
十
年
四
月
三
十
日
に
公
有
水
面
埋
立
法
の
規
定
に
よ
る
竣
功
認
可
の
あ
つ
た
埋
立

地
に
限
る
。
）

東
初
島
町
、
南
初
島
町
、
北
初
島
町
、
東
松
島
町
、
西
松
島
町
、
東
向
島
東
之
町
、
東
向
島
西
之
町
、
東
高
洲
町
、
大
高
洲
町
、
東
海
岸
町

尼
崎
市

、
西
向
島
町
、
西
高
洲
町
、
東
浜
町
、
西
海
岸
町
、
道
意
町
七
丁
目
、
中
浜
町
、
鶴
町
、
末
広
町
、
大
浜
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
西
字
喜

左
衛
門
新
田
、
又
兵
衛
字
喜
左
衛
門
新
田
、
西
字
四
郎
衛
門
新
田
、
西
字
砂
浜
寄
洲
、
扇
町
、
丸
島
町
並
び
に
道
意
町
六
丁
目
並
び
に
元
浜

町
一
丁
目
、
四
丁
目
及
び
五
丁
目
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
県
道
臨
港
線
以
南
の
区
域

西
宮
市

東
浜
町
の
う
ち
二
番
地
の
一
か
ら
三
ま
で
、
三
番
地
の
一
及
び
二
、
六
番
地
並
び
に
七
番
地
を
除
く
区
域
、
東
町
一
丁
目
百
十
七
番
地
及
び

百
十
八
番
地
、
東
町
二
丁
目
五
十
二
番
地
、
朝
凪
町
並
び
に
鳴
尾
町
鳴
尾
字
平
左
衛
門
新
田

備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
四
十
年
五
月
十
五
日
に
お
け
る
行
政
区
画
そ
の
他
の
区
域
又
は
道
路
、
河
川
、
鉄
道
そ
の
他
の
も

の
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

○

近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）

（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

略

２

こ
の
法
律
で
「
作
業
場
」
と
は
、
製
造
業
（
物
の
加
工
業
を
含
み
、
政
令
で
定
め
る
業
種
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
用
に
供
す
る
工
場

の
作
業
場
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
で
「
教
室
」
と
は
、
学
校
教
育
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条

に
規
定
す
る
大
学
（
政
令
で
定
め
る
大
学
を
除
く
も
の
と
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し
、
以
下
単
に
「
大
学
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
又
は
同
法
第
八
十
二
条
の
二

に
規
定
す
る
専
修
学
校
若
し
く
は
同
法
第
八
十
三
条
第
一

項

に
規
定
す
る
各
種
学
校
（
政
令
で
定
め
る
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を
除
く
も
の
と
し
、
以
下
単
に
「
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
」
と
い
う
。
）
の
教

室
を
い
う
。

４

略

５

前
項
の
基
準
面
積
と
は
、
作
業
場
に
つ
い
て
は
工
場
の
種
類
に
従
つ
て
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
政
令
で
定
め
る
面
積
、
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
の
教

室
に
つ
い
て
は
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
の
教
室
に
つ
い
て
は
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
い
う
。

６

略（工
場
等
制
限
区
域
）

第
三
条

既
成
都
市
区
域
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
区
域
を
工
場
等
制
限
区
域
と
す
る
。

（
許
可
の
基
準
等
）

第
七
条

知
事
等
は
、
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
許
可
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

一
～
三

略

四

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
。

２

略
（
許
可
の
承
継
）

第
八
条

第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
を
受
け
た
者
が
そ
の
許
可
に
係
る
作
業
場
又
は
教
室
を
そ
の
用
に
供
し
て
い
る
、
又
は
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
製

造
業
又
は
学
校
に
つ
き
事
業
の
譲
渡
又
は
学
校
の
設
置
者
の
変
更
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
譲
受
人
又
は
新
た
な
設
置
者
が
事
業
の
譲
渡
又
は

設
置
者
の
変
更
が
行
な
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
以
内
に
政
令
で
定
め
る
事
項
を
知
事
等
に
届
け
出
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
当
該
許
可
を
受
け
た

者
の
地
位
を
承
継
す
る
。
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２

第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
き
、
相
続
、
合
併
又
は
分
割
（
そ
の
許
可
に
係
る
作
業
場
又
は
教
室
を
そ
の
用
に
供
し
て
い
る
、
又

は
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
製
造
業
又
は
学
校
を
承
継
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
相
続
人
、
合
併
後
存
続
し
若
し
く
は
合
併
に

よ
り
設
立
し
た
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
当
該
製
造
業
若
し
く
は
学
校
を
承
継
し
た
法
人
が
相
続
、
合
併
又
は
分
割
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内

に
政
令
で
定
め
る
事
項
を
知
事
等
に
届
け
出
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

○

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
二
十
号
）

（
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
）

第
一
条

国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
土
地
の
買
取
り
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

次
に
掲
げ
る
施
設
及
び
こ
れ
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
政
令
で
定
め
る
施
設
並
び
に
こ
れ
ら
の
施
設
の
附
帯
施
設
の
敷
地
で
、
都
市
の
機
能
を
維
持
し

、
及
び
増
進
す
る
た
め
計
画
的
に
整
備
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
重
要
な
市
街
地
の
区
域
内
に
あ
る
も
の

イ

首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
十
七
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
工
業
等
制
限
区
域
内
の

同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
制
限
施
設

ロ

近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
工
場
等
制
限
区

域
内
の
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
制
限
施
設

二

人
口
の
集
中
の
著
し
い
政
令
で
定
め
る
大
都
市
（
そ
の
周
辺
の
地
域
を
含
む
。
）
又
は
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
中
心
と
な
る
都
市
で
政
令
で

定
め
る
も
の
（
そ
の
周
辺
の
地
域
を
含
む
。
）
の
秩
序
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
に
整
備
さ
れ
る
べ
き
主
要
な
道
路
、
公
園
、
緑
地
、
広
場
そ
の
他
の
政
令

で
定
め
る
公
共
施
設
で
、
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
の
区
域
内
の
土
地

三

次
に
掲
げ
る
土
地
（
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
土
地
に
あ
つ
て
は
都
市
計
画
法

（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
四
号

に

規
定
す
る
防
災
街
区
整
備
地
区
計
画
の
区
域
で
政
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
法
第
八
条
第
一
項
第
三
号

に
規
定
す
る
高
度
利
用
地
区
の
区
域
そ
の
他
の
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政
令
で
定
め
る
区
域
の
内
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
都
市
の
機
能
を
維
持
し
、
及
び
増
進
す
る
た
め
計
画
的
に
整
備
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
重
要

な
市
街
地
の
区
域
内
に
あ
り
、
そ
の
計
画
的
な
整
備
改
善
を
促
進
す
る
た
め
に
有
効
に
利
用
で
き
る
も
の

イ

首
都
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
市
街
地
及
び
こ
れ
に
接
続
し
て
既
に
市
街
地
を
形
成
し
て

い
る
区
域
内
の
土
地

ロ

近
畿
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
既
成
都
市
区
域
及
び
こ
れ
に
接
続
し
て
既
に
市
街
地
を
形
成

し
て
い
る
区
域
内
の
土
地

ハ

人
口
の
集
中
の
特
に
著
し
い
政
令
で
定
め
る
大
都
市
の
既
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
内
の
土
地

ニ

前
号
の
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
中
心
と
な
る
都
市
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
既
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
内
の
土
地

ホ

現
に
地
域
社
会
の
中
心
と
な
つ
て
い
る
都
市
（
そ
の
中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
二
条

の
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
同
法
第
六
条
第
一
項

の
基
本
計
画
が
作
成
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
政

令
で
定
め
る
も
の
の
既
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
内
の
土
地
（
同
法
第
七
条
第
一
項

の
特
定
中
心
市
街
地
の
区
域
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の

区
域
内
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

ヘ

大
規
模
な
災
害
を
受
け
た
都
市
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
既
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
内
の
土
地
（
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
（
平
成

七
年
法
律
第
十
四
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ
た
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
内
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

２
～
８

略

○

工
業
再
配
置
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）

（
抄
）

（
移
転
促
進
地
域
）

第
一
条

工
業
再
配
置
促
進
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
地
域
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
地
域
（
昭
和
三
十
七
年
一
月
一

日
以
後
に
公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
る
竣
功
認
可
の
あ
つ
た
埋
立
地
に
係
る
区
域
及
び
そ
の
相
当
部
分
を
中
小
企
業
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者
（
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
を
い
う
。
）
の
工
場
用
地
と
す
る
た
め
地
方

公
共
団
体
、
中
小
企
業
総
合
事
業
団
又
は
環
境
事
業
団
が
造
成
（
造
成
に
準
ず
る
土
地
の
整
備
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
、
又
は
造

成
に
係
る
資
金
の
貸
付
け
を
し
た
工
場
用
地
で
同
日
以
後
に
そ
の
造
成
が
完
了
し
た
も
の
に
係
る
区
域
を
除
く
。
）
と
す
る
。

別
表
第
一

一

首
都
圏
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
三
十
三
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
区
域

二

近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
六
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

区
域
（
京
都
市
の
区
域
に
属
す
る
区
域
及
び
同
令
附
則
第
二
項
の
表
に
掲
げ
る
神
戸
市
の
区
域
を
除
く
。
）

三

首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令

第
三
百
十
八
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
区
域

備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
に
お
い
て
同
表
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
で
定
め
ら
れ
と
い
る
区
域
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
二

茨

城

県

結
城
市

那
珂
湊
市

下
妻
市

水
海
道
市

常
陸
太
田
市

高
萩
市

北
茨
城
市

笠
間
市

東
茨
城
郡
常
澄
村

同
郡
茨
城
町

同

郡
内
原
町

同
郡
常
北
町

同
郡
桂
村

同
郡
御
前
山
村

同
郡
大
洗
町

西
茨
城
郡
七
会
村

同
郡
岩
瀬
町

那
珂
郡
大
宮
町

同
郡

山
方
町

同
郡
美
和
村

同
郡
緒
川
村

久
慈
郡
金
砂
郷
村

同
郡
水
府
村

同
郡
里
美
村

同
郡
大
子
町

多
賀
郡
十
王
町

鹿
島
郡

旭
村

同
郡
鉾
田
町

同
郡
大
洋
村

同
郡
大
野
村

行
方
郡
麻
生
町

同
郡
北
浦
村

同
郡
玉
造
町

稲
敷
郡
茎
崎
村

新
治
郡
八
郷

町

同
郡
新
治
村

同
郡
桜
村

筑
波
郡
谷
田
部
町

同
郡
伊
奈
村

同
郡
谷
和
原
村

同
郡
豊
里
町

同
郡
筑
波
町

同
郡
大
穂
町

真
壁
郡
関
城
町

同
郡
明
野
町

同
郡
真
壁
町

同
郡
大
和
村

同
郡
協
和
町

結
城
郡
八
千
代
町

同
郡
千
代
川
村

同
郡
石
下
町

猿
島
郡
三
和
町

同
郡
猿
島
町

同
郡
境
町

北
相
馬
郡
守
谷
町

栃

木

県

栃
木
市

鹿
沼
市

日
光
市

今
市
市

真
岡
市

大
田
原
市

矢
板
市

黒
磯
市

河
内
郡
南
河
内
町

同
郡
上
河
内
村

上
都
賀
郡

西
方
村

同
郡
粟
野
町

同
郡
足
尾
町

芳
賀
郡
二
宮
町

同
郡
益
子
町

同
郡
茂
木
町

同
郡
市
貝
町

同
郡
芳
賀
町

下
都
賀
郡
藤
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岡
町

同
郡
岩
舟
町

同
郡
都
賀
町

塩
谷
郡
塩
原
町

同
郡
栗
山
村

同
郡
藤
原
町

同
郡
塩
谷
町

同
郡
氏
家
町

同
郡
高
根
沢
町

同
郡
喜
連
川
町

那
須
郡
南
那
須
町

同
郡
鳥
山
町

同
郡
馬
頭
町

同
郡
小
川
町

同
郡
湯
津
上
村

同
郡
黒
羽
町

同
郡
那
須
町

同
郡
西
那
須
野
町

安
蘇
郡
田
沼
町

同
郡
葛
生
町

群

馬

県

沼
田
市

館
林
市

渋
川
市

藤
岡
市

富
岡
市

安
中
市

勢
多
郡
北
橘
村

同
郡
赤
城
村

同
郡
富
士
見
村

同
郡
大
胡
町

同
郡

宮
城
村

同
郡
粕
川
村

同
郡
新
里
村

同
郡
黒
保
根
村

同
郡
東
村

群
馬
郡
榛
名
町

同
郡
倉
淵
村

同
郡
箕
郷
町

同
郡
群
馬
町

北
群
馬
郡
子
持
村

同
郡
小
野
上
村

同
郡
伊
香
保
町

同
郡
榛
東
村

同
郡
吉
岡
町

多
野
郡
新
町

同
郡
鬼
石
町

同
郡
吉
井
町

同
郡
万
場
町

同
郡
中
里
村

同
郡
上
野
村

甘
楽
郡
妙
義
町

同
郡
下
仁
田
町

同
郡
南
牧
村

同
郡
甘
楽
町

碓
氷
郡
松
井
田
町

吾
妻
郡
中
之
条
町

同
郡
東
村

同
郡
吾
妻
町

同
郡
長
野
原
町

同
郡
嬬
恋
村

同
郡
草
津
町

同
郡
六
合
村

同
郡
高
山
村

利

根
郡
白
沢
村

同
郡
利
根
村

同
郡
片
品
村

同
郡
川
場
村

同
郡
月
夜
野
町

同
郡
水
上
町

同
郡
新
治
村

同
郡
昭
和
村

佐
波
郡

赤
堀
村

同
郡
東
村

同
郡
境
町

同
郡
玉
村
町

新
田
郡
尾
島
町

同
郡
新
田
町

同
郡
藪
塚
本
町

邑
楽
郡
板
倉
町

同
郡
明
和
村

同
郡
千
代
田
村

同
郡
邑
楽
町

埼

玉

県

秩
父
市

入
間
郡
名
栗
村

比
企
郡
滑
川
村

同
郡
嵐
山
町

同
郡
小
川
町

同
郡
都
幾
川
村

同
郡
玉
川
村

同
郡
鳩
山
村

秩
父
郡

皆
野
町

同
郡
野
上
町

同
郡
吉
田
町

同
郡
小
鹿
野
町

同
郡
両
神
村

同
郡
大
滝
村

同
郡
荒
川
村

同
郡
東
秩
父
村

児
玉
郡
美

里
村

同
郡
児
玉
町

同
郡
神
川
村

同
郡
神
泉
村

同
郡
上
里
町

大
里
郡
妻
沼
町

同
郡
豊
里
村

同
郡
寄
居
町

北
埼
玉
郡
北
川

辺
町

岐

阜

県

高
山
市

関
市

中
津
川
市

美
濃
市

瑞
浪
市

恵
那
市

海
津
郡
海
津
町

同
郡
平
田
町

同
郡
南
濃
町

養
老
郡
養
老
町

同
郡

上
石
津
町

不
破
郡
関
ケ
原
町

安
八
郡
輪
之
内
町

揖
斐
郡
揖
斐
川
町

同
郡
谷
汲
村

同
郡
大
野
町

同
郡
池
田
町

同
郡
春
日
村

同
郡
久
瀬
村

同
郡
藤
橋
村

同
郡
坂
内
村

同
郡
徳
山
村

本
巣
郡
根
尾
村

山
県
郡
伊
自
良
村

同
郡
美
山
町

武
儀
郡
洞
戸
村

同
郡
板
取
村

同
郡
武
芸
川
町

同
郡
武
儀
町

同
郡
上
之
保
村

郡
上
郡
八
幡
町

同
郡
大
和
村

同
郡
白
鳥
町

同
郡
高
鷲
村

同
郡
美
並
村

同
郡
明
方
村

同
郡
和
良
村

加
茂
郡
富
加
村

同
郡
川
辺
町

同
郡
七
宗
町

同
郡
八
百
津
町

同
郡
白
川
町

同
郡
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東
白
川
村

可
児
郡
御
嵩
町

同
郡
兼
山
町

恵
那
郡
坂
下
町

同
郡
川
上
村

同
郡
加
子
母
村

同
郡
付
知
町

同
郡
福
岡
町

同
郡

蛭
川
村

同
郡
岩
村
町

同
郡
山
岡
町

同
群
明
智
町

同
郡
串
原
町

同
郡
上
矢
作
町

益
田
郡
萩
原
町

同
郡
小
坂
町

同
郡
下
呂

町

同
郡
金
山
町

同
郡
馬
瀬
村

大
野
郡
丹
生
川
村

同
郡
清
見
村

同
郡
荘
川
村

同
郡
白
川
村

同
郡
宮
村

同
郡
久
々
野
町

同
郡
朝
日
村

同
郡
高
根
村

吉
城
郡
古
川
町

同
郡
国
府
町

同
郡
河
合
村

同
郡
宮
川
村

同
郡
神
岡
町

同
郡
上
宝
村

静

岡

県

掛
川
市

天
竜
市

駿
東
郡
小
山
町

富
士
郡
芝
川
町

庵
原
郡
由
比
町

榛
原
郡
御
前
崎
町

同
郡
相
良
町

同
郡
榛
原
町

同
郡
吉

田
町

同
郡
金
谷
町

同
郡
川
根
町

同
郡
中
川
根
町

同
郡
本
川
根
町

小
笠
郡
城
東
村

同
郡
大
須
賀
町

同
郡
大
浜
町

同
郡
浜

岡
町

同
郡
小
笠
町

同
郡
菊
川
町

周
知
郡
森
町

同
郡
春
野
町

磐
田
郡
浅
羽
町

同
郡
福
田
町

同
郡
豊
岡
村

同
郡
龍
山
村

同
郡
佐
久
間
町

同
郡
水
窪
町

引
佐
郡
引
佐
町

同
郡
三
ケ
日
町

愛

知

県

新
城
市

額
田
郡
額
田
町

西
加
茂
郡
藤
岡
村

同
郡
小
原
村

東
加
茂
郡
足
助
町

同
郡
下
山
村

同
郡
旭
町

北
設
楽
郡
設
楽
町

同
郡
東
栄
町

同
郡
豊
根
村

同
郡
富
山
村

同
郡
津
具
村

同
郡
稲
武
町

南
設
楽
郡
鳳
来
町

同
郡
作
手
村

三

重

県

伊
勢
市

松
阪
市

上
野
市

名
張
市

尾
鷲
市

亀
山
市

鳥
羽
市

熊
野
市

久
居
市

桑
名
郡
多
度
町

員
弁
郡
北
勢
町

同
郡

員
弁
町

同
郡
大
安
町

同
郡
藤
原
町

鈴
鹿
郡
関
町

安
芸
郡
芸
濃
町

同
郡
美
里
村

同
郡
安
濃
村

同
郡
豊
里
村

一
志
郡
香
良

州
町

同
郡
一
志
町

同
郡
白
山
町

同
郡
嬉
野
町

同
郡
美
杉
村

同
郡
三
雲
村

飯
南
郡
飯
南
町

同
郡
飯
高
町

多
気
郡
多
気
町

同
郡
明
和
町

同
郡
大
台
町

同
郡
勢
和
村

同
郡
宮
川
村

度
会
郡
玉
城
町

同
郡
二
見
町

同
郡
南
勢
町

同
郡
南
島
町

同
郡

大
宮
町

同
郡
紀
勢
町

同
郡
大
内
山
村

同
郡
度
会
町

阿
山
郡
伊
賀
町

同
郡
島
ケ
原
村

同
郡
阿
山
町

同
郡
大
山
田
村

名
賀

郡
青
山
町

志
摩
郡
浜
島
町

同
郡
大
王
町

同
郡
志
摩
町

同
郡
阿
児
町

同
郡
磯
部
町

北
牟
婁
郡
海
山
町

南
牟
婁
郡
御
浜
町

同
郡
紀
宝
町

同
郡
紀
和
町

同
郡
鵜
殿
村

滋

賀

県

長
浜
市

近
江
八
幡
市

八
日
市
市

甲
賀
郡
土
山
町

同
郡
甲
賀
町

同
郡
甲
南
町

同
郡
信
楽
町

蒲
生
郡
安
土
町

同
郡
蒲
生
町

同
郡
日
野
町

同
郡
竜
王
町

神
崎
郡
永
源
寺
町

同
郡
五
個
荘
町

同
郡
能
登
川
町

愛
知
郡
愛
東
町

同
郡
湖
東
町

同
郡
泰
荘

町

犬
上
郡
豊
郷
町

同
郡
多
賀
町

坂
田
郡
山
東
町

同
郡
伊
吹
町

同
郡
米
原
町

同
郡
近
江
町

東
浅
井
郡
浅
井
町

同
郡
虎
姫
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町

同
郡
湖
北
町

同
郡
び
わ
町

伊
香
郡
高
月
町

同
郡
木
之
本
町

同
郡
余
呉
町

同
郡
西
浅
井
町

高
島
郡
マ
キ
ノ
町

同
郡
今

津
町

同
郡
朽
木
村

同
郡
安
曇
川
町

同
郡
高
島
町

同
郡
新
旭
町

京

都

府

福
知
山
市

舞
鶴
市

綾
部
市

宮
津
市

綴
喜
郡
宇
治
田
原
町

相
楽
郡
山
城
町

同
郡
木
津
町

同
郡
加
茂
町

同
郡
笠
置
町

同

郡
和
束
町

同
郡
南
山
城
村

北
桑
田
郡
京
北
町

同
郡
美
山
町

船
井
郡
園
部
町

同
郡
八
木
町

同
郡
丹
波
町

同
郡
日
吉
町

同

郡
瑞
穂
町

同
郡
和
知
町

天
田
郡
三
和
町

同
郡
夜
久
野
町

加
佐
郡
大
江
町

与
謝
郡
加
悦
町

同
郡
岩
滝
町

同
郡
伊
根
町

同

郡
野
田
川
町

中
郡
峰
山
町

同
郡
大
宮
町

竹
野
郡
網
野
町

同
郡
丹
後
町

同
郡
弥
栄
町

熊
野
郡
久
美
浜
町

兵

庫

県

豊
岡
市

西
脇
市

小
野
市

加
西
市

美
嚢
郡
吉
川
町

加
東
郡
社
町

同
郡
滝
野
町

同
郡
東
条
町

多
可
郡
中
町

同
郡
加
美
町

同
郡
八
千
代
町

同
郡
黒
田
庄
町

飾
磨
郡
夢
前
町

神
崎
郡
神
崎
町

同
郡
市
川
町

同
郡
福
崎
町

同
郡
大
河
内
町

揖
保
郡
新

宮
町

赤
穂
郡
上
郡
町

佐
用
郡
佐
用
町

同
群
上
月
町

同
郡
南
光
町

同
郡
三
日
月
町

宍
粟
郡
山
崎
町

同
郡
安
富
町

同
郡
一

宮
町

同
郡
波
賀
町

同
郡
千
種
町

城
崎
郡
城
崎
町

同
郡
竹
野
町

同
郡
香
住
町

同
郡
日
高
町

出
石
郡
出
石
町

同
郡
但
東
町

美
方
郡
村
岡
町

同
郡
浜
坂
町

同
郡
美
方
町

同
郡
温
泉
町

養
父
郡
八
鹿
町

同
郡
養
父
町

同
郡
大
屋
町

同
郡
関
宮
町

朝

来
郡
生
野
町

同
郡
和
田
山
町

同
郡
山
東
町

同
郡
朝
来
町

氷
上
郡
柏
原
町

同
郡
氷
上
町

同
郡
青
垣
町

同
郡
春
日
町

同
郡

山
南
町

同
郡
市
島
町

多
紀
郡
篠
山
町

同
郡
城
東
町

同
郡
多
紀
町

同
郡
西
紀
町

同
郡
丹
南
町

同
郡
今
田
町

奈

良

県

五
條
市

添
上
郡
月
ケ
瀬
村

山
辺
郡
都
祁
村

同
郡
山
添
村

宇
陀
郡
大
宇
陀
町

同
郡
菟
田
野
町

同
郡
榛
原
町

同
郡
室
生
村

同
郡
曽
爾
村

同
郡
御
杖
村

吉
野
郡
吉
野
町

同
郡
大
淀
町

同
郡
下
市
町

同
郡
黒
滝
村

同
郡
天
川
村

同
郡
野
迫
川
村

同
郡

十
津
川
村

同
郡
東
吉
野
村

和
歌
山
県

橋
本
市

御
坊
市

田
辺
市

新
宮
市

海
草
郡
野
上
町

同
郡
美
里
町

那
賀
郡
打
田
町

同
郡
粉
河
町

同
郡
那
賀
町

同
郡
桃
山

町

同
郡
貴
志
川
町

同
郡
岩
出
町

伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町

同
郡
九
度
山
町

同
郡
高
野
町

同
郡
花
園
村

有
田
郡
湯
浅
町

同
郡

広
川
町

同
郡
吉
備
町

同
郡
金
屋
町

同
郡
清
水
町

日
高
郡
美
浜
町

同
郡
日
高
町

同
郡
由
良
町

同
郡
川
辺
町

同
郡
中
津
村

同
郡
美
山
村

同
郡
龍
神
村

同
郡
南
部
川
村

同
郡
南
部
町

同
郡
印
南
町

西
牟
婁
郡
白
浜
町

同
郡
中
辺
路
町

同
郡
大
塔
村
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同
郡
上
富
田
町

同
郡
日
置
川
町

同
郡
す
さ
み
町

同
郡
串
本
町

東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町

同
郡
太
地
町

同
郡
古
座
町

同
郡

古
座
川
町

同
郡
熊
野
川
町

同
郡
本
宮
町

同
郡
北
山
村

岡

山

県

津
山
市

笠
岡
市

井
原
市

高
梁
市

新
見
市

御
津
郡
御
津
町

同
郡
建
部
町

同
郡
加
茂
川
町

赤
磐
郡
瀬
戸
町

同
郡
山
陽
町

同
郡
赤
坂
町

同
郡
熊
山
町

同
郡
吉
井
町

和
気
郡
吉
永
町

同
郡
佐
伯
町

同
郡
和
気
町

邑
久
郡
牛
窓
町

同
郡
邑
久
町

同

郡
長
船
町

浅
口
郡
金
光
町

同
郡
鴨
方
町

同
郡
寄
島
町

同
郡
里
庄
町

小
田
郡
矢
掛
町

同
郡
美
星
町

後
月
郡
芳
井
町

吉
備

郡
真
備
町

上
房
郡
有
漢
町

同
郡
北
房
町

同
郡
賀
陽
町

川
上
郡
成
羽
町

同
郡
川
上
町

同
郡
備
中
町

阿
哲
郡
大
佐
町

同
郡

神
郷
町

同
郡
哲
多
町

同
郡
哲
西
町

真
庭
郡
勝
山
町

同
郡
落
合
町

同
郡
湯
原
町

同
郡
久
世
町

同
郡
美
甘
村

同
郡
新
庄
村

同
郡
川
上
村

同
郡
八
束
村

同
郡
中
和
村

苫
田
郡
加
茂
町

同
郡
富
村

同
郡
奥
津
町

同
郡
上
齋
原
村

同
郡
阿
波
村

同
郡

鏡
野
町

勝
田
郡
勝
田
町

同
郡
勝
央
町

同
郡
奈
義
町

同
郡
勝
北
町

英
田
郡
大
原
町

同
郡
東
粟
倉
村

同
郡
西
粟
倉
村

同
郡

美
作
町

同
郡
作
東
町

同
郡
英
田
町

久
米
郡
中
央
町

同
郡
旭
町

同
郡
久
米
南
町

同
郡
久
米
町

同
郡
柵
原
町

広

島

県

三
次
市

庄
原
市

佐
伯
郡
湯
来
町

同
郡
佐
伯
町

同
郡
吉
和
町

山
県
郡
加
計
町

同
郡
筒
賀
村

同
郡
戸
河
内
町

同
郡
芸
北
町

同
郡
大
朝
町

同
郡
千
代
田
町

同
郡
豊
平
町

高
田
郡
吉
田
町

同
郡
八
千
代
町

同
郡
美
土
里
町

同
郡
高
宮
町

同
郡
甲
田
町

同
郡
向
原
町

同
郡
白
木
町

賀
茂
郡
西
条
町

同
郡
黒
瀬
町

同
郡
志
和
町

同
郡
福
富
町

同
郡
豊
栄
町

同
郡
大
和
町

同
郡

河
内
町

同
郡
高
屋
町

豊
田
郡
本
郷
町

同
郡
安
芸
津
町

同
郡
安
浦
町

御
調
郡
御
調
町

同
郡
久
井
町

世
羅
郡
甲
山
町

同
郡

世
羅
町

同
郡
世
羅
西
町

深
安
郡
神
辺
町

同
郡
加
茂
町

芦
品
郡
協
和
村

同
郡
芦
田
町

同
郡
駅
家
町

神
石
郡
油
木
町

同
郡

神
石
町

同
郡
豊
松
村

同
郡
三
和
町

甲
奴
郡
上
下
町

同
郡
総
領
町

同
郡
甲
奴
町

双
三
郡
君
田
村

同
郡
布
野
村

同
郡
作
木

村

同
郡
吉
舎
町

同
郡
三
良
坂
町

同
郡
三
和
町

比
婆
郡
西
城
町

同
郡
東
城
町

同
郡
口
和
町

同
郡
高
野
町

同
郡
北
和
町

山

口

県

宇
部
市

山
口
市

萩
市

小
野
田
市

長
門
市

柳
井
市

美
祢
市

玖
珂
郡
由
宇
町

同
郡
玖
珂
町

同
郡
本
郷
村

同
郡
周
東
町

同
郡
錦
町

同
郡
大
畠
町

同
郡
美
川
町

同
郡
美
和
町

熊
毛
郡
上
関
町

同
郡
田
布
施
町

同
郡
平
生
町

同
郡
熊
毛
町

都
濃

郡
鹿
野
町

佐
波
郡
徳
地
町

吉
敷
郡
秋
穂
町

同
郡
小
郡
町

同
郡
阿
知
須
町

厚
狭
郡
楠
町

同
郡
山
陽
町

豊
浦
郡
菊
川
町

同
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郡
豊
田
町

同
郡
豊
浦
町

同
郡
豊
北
町

美
祢
郡
美
東
町

同
郡
秋
芳
町

大
津
郡
三
隅
町

同
郡
日
置
村

同
郡
油
谷
町

阿
武
郡

川
上
村

同
郡
阿
武
町

同
郡
田
万
川
町

同
郡
阿
東
町

同
郡
む
つ
み
村

同
郡
須
佐
町

同
郡
旭
村

同
郡
福
栄
村

○

工
業
再
配
置
促
進
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
七
十
三
号
）

（
抄
）

（
移
転
促
進
地
域
及
び
誘
導
地
域
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
移
転
促
進
地
域
」
と
は
、
大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
の
う
ち
、
工
業
の
集
積
の
程
度
が
著
し
く
高
く
、
当
該
地
域
内
に

あ
る
工
場
の
移
転
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

２

略

○

近
畿
圏
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
五
十
九
号
）

（
抄
）

（
既
成
都
市
区
域
）

第
一
条

近
畿
圏
整
備
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
市
街
地
の
区
域
は
、
大
阪
市
の
区
域
及
び
別
表
に
掲
げ
る
区
域
と
す

る
。

別
表市

名

区

域

京
都
市

市
道
白
川
通
と
府
道
高
野
修
学
院
山
端
線
と
の
交
会
点
を
起
点
と
し
、
順
次
同
府
道
、
府
道
上
賀
茂
山
端
線
、
市
道
北
山
通
、
都
市
計
画
街
路

北
山
通
、
府
道
杉
坂
西
陣
線
、
市
道
京
都
環
状
線
、
市
道
衣
笠
宇
多
野
線
、
府
道
花
園
停
車
場
御
室
線
、
府
道
花
園
停
車
場
広
隆
寺
線
、
日
本

国
有
鉄
道
山
陰
本
線
、
御
室
川
右
岸
線
、
府
道
宇
多
野
嵐
山
樫
原
線
、
桂
川
左
岸
線
、
日
本
国
有
鉄
道
東
海
道
本
線
、
市
道
京
都
環
状
線
、
府

道
伏
見
港
京
都
停
車
場
線
、
濠
川
左
岸
線
、
宇
治
川
派
流
右
岸
線
、
京
阪
電
気
鉄
道
宇
治
線
、
一
般
国
道
二
十
四
号
線
、
日
本
国
有
鉄
道
奈
良

線
、
一
般
国
道
一
号
線
、
市
道
京
都
環
状
線
、
市
道
丸
太
町
通
及
び
市
道
白
川
通
を
経
て
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
（
右
京
区
鳴
滝
音
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戸
山
町
の
区
域
並
び
に
同
区
太
秦
中
山
町
、
太
秦
三
尾
町
、
嵯
峨
広
沢
北
下
馬
野
町
、
嵯
峨
広
沢
池
下
町
、
音
戸
山
山
ノ
茶
屋
町
及
び
山
越
中

町
の
区
域
の
う
ち
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域
を
除
く
。
）
並
び
に
こ
の
区
域
に
属
さ
な
い
次
の
区
域

北
区
衣
笠
西
馬
場
町
、
衣
笠
総
門
町
及
び
平
野
宮
敷
町
の
区
域
並
び
に
同
区
衣
笠
馬
場
町
及
び
平
野
上
柳
町
の
区
域
の
う
ち
国
土
交
通
大
臣
が

定
め
る
区
域

右
京
区
常
盤
柏
ノ
木
町
、
常
盤
古
御
所
町
、
常
盤
神
田
町
、
常
盤
音
戸
町
、
龍
安
寺
塔
ノ
下
町
、
花
園
内
畑
町
、
宇
多
野
法
安
寺
町
及
び
鳴
滝

桐
ケ
淵
町
の
区
域
並
び
に
同
区
常
盤
御
池
町
、
常
盤
山
下
町
、
花
園
岡
ノ
本
町
、
花
園
段
ノ
岡
町
、
御
室
岡
ノ
裾
町
、
御
室
双
岡
町
、
宇
多
野

長
尾
町
、
宇
多
野
福
王
子
町
、
宇
多
野
御
屋
敷
町
及
び
鳴
滝
本
町
の
区
域
の
う
ち
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域

伏
見
区
深
草
秡
川
町
、
深
草
一
ノ
坪
町
、
深
草
下
横
縄
町
、
深
草
正
覚
町
、
深
草
開
土
町
、
深
草
稲
荷
榎
木
橋
町
及
び
深
草
稲
荷
中
之
町
の
区

域
並
び
に
同
区
深
草
願
成
町
、
深
草
薮
之
内
町
、
深
草
稲
荷
御
前
町
及
び
深
草
直
違
橋
十
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区

域東
山
区
五
軒
町
、
石
橋
町
、
柚
之
木
町
、
定
法
寺
町
、
堀
池
町
、
石
泉
院
町
、
東
姉
小
路
町
、
梅
宮
町
、
西
小
物
座
町
、
中
之
町
、
夷
町
、
西

町
、
大
井
手
町
、
今
小
路
町
、
西
海
子
町
、
分
木
町
、
南
西
海
子
町
、
進
之
町
、
土
居
之
内
町
、
堤
町
、
唐
戸
鼻
町
、
古
川
町
、
八
軒
町
、
北

木
之
元
町
、
南
木
之
元
町
、
稲
荷
町
北
組
、
稲
荷
町
南
組
、
清
井
町
、
遊
行
前
町
、
梅
林
町
、
清
水
二
丁
目
、
清
水
四
丁
目
、
上
弁
天
町
、
星

野
町
、
月
見
町
、
毘
沙
門
町
、
下
弁
天
町
、
玉
水
町
、
上
田
町
、
辰
巳
町
、
月
輪
町
、
慈
法
院
庵
町
、
常
盤
町
、
東
音
羽
町
、
下
馬
町
、
上
馬

町
、
瓦
役
町
、
今
熊
野
池
田
町
、
今
熊
野
椥
ノ
森
町
、
泉
涌
寺
雀
ケ
森
町
、
泉
涌
寺
東
林
町
、
泉
涌
寺
門
前
町
、
本
町
十
九
丁
目
、
本
町
二
十

丁
目
、
本
町
二
十
一
丁
目
、
本
町
二
十
二
丁
目
、
本
町
十
四
丁
目
及
び
今
熊
野
宝
蔵
用
の
区
域
並
び
に
同
区
妙
法
院
前
側
町
、
松
原
町
、
東
分

木
町
、
今
道
町
、
粟
田
口
華
頂
町
、
東
町
、
粟
田
口
三
条
坊
町
、
谷
川
町
、
祇
園
町
北
側
、
祇
園
町
南
側
、
林
下
町
、
五
条
橋
東
六
丁
目
、
白

糸
町
、
清
水
三
丁
目
、
下
河
原
町
、
南
町
、
鷲
尾
町
、
金
園
町
、
八
坂
上
町
、
桝
屋
町
、
清
閑
寺
下
山
町
、
清
閑
寺
池
田
町
、
清
閑
寺
山
ノ
内

町
、
今
熊
野
泉
山
町
、
泉
涌
寺
山
内
町
、
本
町
十
五
丁
目
、
今
熊
野
阿
弥
陀
ケ
峯
町
、
本
町
十
七
丁
目
、
本
町
十
八
丁
目
、
本
町
十
六
丁
目
、

今
熊
野
剣
ノ
宮
町
、
今
熊
野
南
日
吉
町
、
東
瓦
町
、
今
熊
野
日
吉
町
及
び
今
熊
野
北
日
吉
町
の
区
域
の
う
ち
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域
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左
京
区
岡
崎
入
江
町
、
岡
崎
東
天
王
町
、
岡
崎
天
王
町
、
岡
崎
法
勝
寺
町
、
岡
崎
成
勝
寺
町
、
岡
崎
最
勝
寺
町
、
岡
崎
西
天
王
町
、
岡
崎
徳
成

町
、
岡
崎
円
勝
寺
町
、
岡
崎
南
御
所
町
、
岡
崎
北
御
所
町
、
聖
護
院
円
頓
美
町
、
聖
護
院
山
王
町
、
東
門
前
町
、
北
門
前
町
、
南
門
前
町
、
粟

田
口
鳥
居
町
、
永
観
堂
西
町
、
鹿
ケ
谷
寺
ノ
前
町
、
鹿
ケ
谷
西
寺
ノ
前
町
、
鹿
ケ
谷
高
岸
町
、
鹿
ケ
谷
上
宮
ノ
前
町
、
鹿
ケ
谷
法
然
院
西
町
、

銀
閣
寺
前
町
、
浄
土
寺
上
南
田
町
、
浄
土
寺
下
南
田
町
、
浄
土
寺
馬
場
町
、
浄
土
寺
東
田
町
、
浄
土
寺
石
橋
町
、
北
白
川
上
池
田
町
、
北
白
川

東
久
保
田
町
、
北
白
川
大
堂
町
、
北
白
川
上
別
当
町
及
び
北
白
川
下
別
当
町
の
区
域
並
び
に
同
区
南
禅
寺
北
ノ
坊
町
、
南
禅
寺
下
河
原
町
、
南

禅
寺
草
川
町
、
南
禅
寺
福
地
町
、
若
王
子
町
、
鹿
ケ
谷
宮
ノ
前
町
、
鹿
ケ
谷
下
宮
ノ
前
町
、
鹿
ケ
谷
桜
谷
町
、
鹿
ケ
谷
法
然
院
町
、
銀
閣
寺
町

、
浄
土
寺
南
田
町
、
北
白
川
仕
伏
町
、
北
白
川
下
池
田
町
、
北
白
川
上
終
町
、
北
白
川
丸
山
町
、
北
白
川
山
田
町
及
び
北
白
川
山
ノ
元
町
の
区

域
の
う
ち
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域

守
口
市

八
雲
南
、
八
雲
旧
南
十
番
、
八
雲
旧
北
十
番
、
八
雲
旧
八
番
、
八
雲
旧
下
島
、
大
庭
七
番
、
大
庭
、
大
日
、
佐
太
、
大
日
旧
大
庭
六
番
、
大
日

旧
大
庭
四
番
、
大
日
旧
大
庭
三
番
、
佐
太
旧
大
庭
五
番
、
佐
太
旧
大
庭
二
番
、
佐
太
旧
大
庭
一
番
、
佐
太
西
町
二
丁
目
、
佐
太
中
町
四
丁
目
か

ら
七
丁
目
ま
で
、
佐
太
東
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
金
田
、
金
田
町
一
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で
、
梶
、
梶
町
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
、
北
、

大
久
保
町
一
丁
目
及
び
三
丁
目
、
東
、
藤
田
、
藤
田
町
一
丁
目
、
藤
田
浮
田
通
、
藤
田
天
社
通
、
藤
田
東
通
、
藤
田
東
中
央
通
、
藤
田
小
金
通

、
藤
田
大
蔵
通
、
藤
田
桜
通
、
淀
川
河
川
区
域
並
び
に
一
般
国
道
百
六
十
三
号
線
以
南
を
除
く
区
域

布
施
市

長
瀬
川
左
岸
線
と
日
本
国
有
鉄
道
東
海
道
本
線
貨
物
支
線
と
の
交
会
点
を
起
点
と
し
、
順
次
同
貨
物
支
線
、
大
阪
市
と
の
境
界
線
、
市
道
長
瀬

三
百
七
十
四
号
線
、
市
道
衣
摺
東
西
線
、
府
道
大
阪
八
尾
線
、
八
尾
市
と
の
境
界
線
、
府
道
堺
布
施
豊
中
線
、
府
道
大
阪
枚
岡
奈
良
線
及
び
長

瀬
川
左
岸
線
を
経
て
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
（
日
本
国
有
鉄
道
東
海
道
本
線
貨
物
支
線
か
ら
大
阪
市
と
の
境
界
線
に
移
る
に
は
、
そ

の
最
初
の
交
会
点
か
ら
移
る
も
の
と
す
る
。
）

堺

市

日
本
国
有
鉄
道
阪
和
線
以
西
の
区
域
（
石
津
川
左
岸
線
以
西
の
区
域
を
除
く
。
）

神
戸
市

東
灘
区
の
区
域
の
う
ち
京
阪
神
急
行
電
鉄
神
戸
本
線
以
南
の
区
域

灘
区
の
区
域
の
う
ち
水
車
新
田
、
高
羽
（
東
灘
区
、
兵
庫
区
並
び
に
灘
区
水
車
新
田
、
土
山
町
、
桜
ケ
丘
町
、
一
王
山
町
、
六
甲
台
町
及
び
篠
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原
で
囲
ま
れ
た
区
域
に
限
る
。
）
、
土
山
町
、
桜
ケ
丘
町
、
一
王
山
町
、
六
甲
台
町
、
八
幡
、
篠
原
、
畑
原
、
原
田
及
び
岩
屋
の
区
域
並
び
に

同
区
大
石
、
五
毛
及
び
上
野
の
区
域
（
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域
を
除
く
。
）
を
除
く
区
域

葺
合
区
の
区
域
の
う
ち
中
尾
町
及
び
葺
合
町
の
区
域
（
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域
を
除
く
。
）
を
除
く
区
域

生
田
区
の
区
域
の
う
ち
神
戸
港
地
方
の
区
域
（
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域
を
除
く
。
）
を
除
く
区
域

兵
庫
区
の
区
域
の
う
ち
平
野
町
、
烏
原
村
、
石
井
村
、
清
水
町
（
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域
を
除
く
。
）
、
鵯
越
筋
、
里
山
町
、
天
王
町

三
丁
目
及
び
四
丁
目
、
有
馬
町
、
有
野
町
二
郎
、
有
野
町
有
野
、
有
野
町
唐
櫃
、
山
田
町
上
谷
上
、
山
田
町
下
谷
上
、
山
田
町
原
野
、
山
田
町

福
地
、
山
田
町
中
、
山
田
町
東
下
、
山
田
町
西
下
、
山
田
町
衝
原
、
山
田
町
小
河
、
山
田
町
坂
本
、
山
田
町
藍
那
、
山
田
町
小
部
、
山
田
町
与

左
衛
門
新
田
、
道
場
町
生
野
、
道
場
町
塩
田
、
道
場
町
道
場
、
道
場
町
日
下
部
、
道
場
町
平
田
、
八
多
町
中
、
八
多
町
下
小
名
田
、
八
多
町
上

小
名
田
、
八
多
町
吉
尾
、
八
多
町
柳
谷
、
八
多
町
附
物
、
八
多
町
深
谷
、
八
多
町
屏
風
、
八
多
町
西
畑
、
大
沢
町
神
付
、
大
沢
町
上
大
沢
、
大

沢
町
中
大
沢
、
大
沢
町
日
西
原
、
大
沢
町
簾
、
大
沢
町
市
原
、
長
尾
町
上
津
、
長
尾
町
宅
原
、
淡
河
町
神
田
、
淡
河
町
野
瀬
、
淡
河
町
神
影
、

淡
河
町
中
山
、
淡
河
町
東
畑
、
淡
河
町
北
畑
、
淡
河
町
行
原
、
淡
河
町
木
津
、
淡
河
町
北
僧
尾
、
淡
河
町
南
僧
尾
、
淡
河
町
萩
原
、
淡
河
町
淡

河
並
び
に
淡
河
町
勝
雄
の
区
域
を
除
く
区
域

長
田
区
の
区
域
の
う
ち
鶯
町
四
丁
目
、
源
平
町
、
滝
谷
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
大
日
丘
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
萩
乃
町
一
丁
目

か
ら
三
丁
目
ま
で
、
雲
雀
ケ
丘
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
及
び
一
里
山
町
の
区
域
並
び
に
同
区
鹿
松
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
長
者
町
、

林
山
町
、
西
山
町
五
丁
目
、
池
田
宮
町
及
び
高
取
山
町
の
区
域
（
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
区
域
を
除
く
。
）
を
除
く
区
域

須
磨
区
の
区
域
の
う
ち
板
宿
、
多
井
畑
、
妙
法
寺
、
車
及
び
白
川
の
区
域
並
び
に
同
区
東
須
磨
、
西
須
磨
、
大
手
、
明
神
町
三
丁
目
か
ら
五
丁

目
ま
で
、
禅
昌
寺
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
須
磨
寺
町
三
丁
目
及
び
五
丁
目
、
高
倉
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
並
び
に
一
ノ
谷
町
一
丁
目
か
ら
四

丁
目
ま
で
の
区
域
（
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
区
域
を
除
く
。
）
を
除
く
区
域

尼
崎
市

京
阪
神
急
行
電
鉄
神
戸
本
線
以
南
の
区
域

西
宮
市

京
阪
神
急
行
電
鉄
神
戸
本
線
以
南
の
区
域
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芦
屋
市

京
阪
神
急
行
電
鉄
神
戸
本
線
以
南
の
区
域

備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
京
都
市
及
び
神
戸
市
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
四
年
四
月
十
一
日
、
そ
の
他
の
市
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
年
五
月
十
五

日
に
お
け
る
行
政
区
画
そ
の
他
の
区
域
又
は
道
路
、
河
川
若
し
く
は
鉄
道
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

○

近
畿
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）

（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

略

２

略

３

こ
の
法
律
で
「
既
成
都
市
区
域
」
と
は
、
大
阪
市
、
神
戸
市
及
び
京
都
市
の
区
域
並
び
に
こ
れ
ら
と
連
接
す
る
都
市
の
区
域
の
う
ち
、
産
業
及
び
人
口
の

過
度
の
集
中
を
防
止
し
、
か
つ
、
都
市
の
機
能
の
維
持
及
び
増
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
市
街
地
の
区
域
で
、
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

４
～
６

略


